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『思出の記』を読む、2倍楽しむ

を探つて～ モデル
八角 泰正 (鵠沼桜が岡在住 )

はじめに

徳冨蔵花著『思出の記』は、鵠沼を描く美しさ及びボリュームの点で第一級の

鵠沼関連図書といえる。「藤沢の地名」 (発行 :藤沢市)での鵠沼区域の記述冒頭

には、鵠沼海岸銀座の古い写真に添え、キャプションとして『思出の記』の一文

が引用されている。

_.砂畑を行き尽して、畑のそばだつた砂山を上り、翠影婆娑たる松林に
はいると、さすがに冷たい風が吹いている。僕らはその松林を縫って、も

つとも影深いあたりに行つた。ここは松山の半腹、紫幹翠葉の間から富士

足柄箱根大山高麗山がちらちら顔を出し、白帆を浮かべた相模灘の漫々た

る青海原も松の間々に透いて見える。浜に海水浴客の帽は見えて、騒がし

い声は間こえず、颯々たる海風松を杭つて、翠香動き、紫影そよぎ、もし

ここに結んだら夢もまた香しかろうと思われた。蝉の音すらここでは涼し

く聞こえる。 .…

『思出の記』は鵠沼を深く研究する材料になるものではないが、鵠沼を、今

まで以上に深く好きになる材料になる、鵠沼住民にお薦めの一冊である。

ここでは、『思出の記』を読むのに、好奇心を大いに発揮し発見と感動を得、

2倍楽しんだ体験談を綴ることにする。

そのポイントは、『思出の記』に書かれた登場人物のモデル探しである。

何故、『思出の記』か              ,
私にとつて藤沢は、かつては My Bed Town、 それがリタイアしたことで正真

正銘の My Townになつた訳で、地域を深く知ろうと思い立ったのである。

単なる読書でなく、刺激となるドラマとロマンを求め、例え自分には叶わずと

も、発見さえあれば感動があると考えたのである。無論、選んだ対象は鵠沼。

こうして、『思出の記』に出会い読んだのである。しかし、それだけで “モデ

ルを探そう"、 “2倍楽しんだ"と思つた訳ではない。



丁度その頃、私はハワイに行つたのである。私は、ハワイ島が大好き、と言 う

よリハワイ島しか知らないのである。ハワイ島では、これまた好奇心旺盛に様々

探訪 した。そのハフイ島で、地元の人から、ある牧師の話、教会の話を聞いた
の

である。そこに、『思出の記』との接点を発見したのである。

また、大河 ドラマ「人重の桜Jの放送もあり、私の話に出てくる人物も多く登

場したことから益々楽しくなつたのである。

『思出の記』とは

『思出の記』は、前半が冒険小説、後半ラブ・ロ
マンスという小説である。単

純ではあるが、そのつながりには少 1/違和感も感じられる。

一体、これは徳冨蔵花の自叙伝なのか、はたまた、フィクシヨンなのか。しか

し、“名家のお坊ちやま"である蔵花にこんなドラマチックな冒険があるとは思え

ない。これは蔵花の足跡を迪つてみる必要があると思わずにはいられない。

ドラマチックな出会いが沢山あ/・て、冒険ということになるのだが、一体、ど

んな環境、どんな風土から生まれたのだろう。ビジュアル的には、昨年放送され

た大河 ドラマ「人重の桜」が理解の助けになる。

蔵花が書いた明治のベストセラー
「不如帰」は、逗子の旅館・柳家に逗留中に

避暑客から聞いた話をもとにモデルを設定して書いている。『思出の記』も同じ
ス

タイルなのではないかと思うのである。

これ′から、楽しい発見に至るまでのアプローチを、紹介していく。

徳冨藤花のプロフイール

董花は、明治元年生まれ、昭和 2年、59歳で亡くなつ

ている。父・徳富一敬、母・久子。姉が 5人、兄は猪一

郎、後の徳富蘇峰。徳富一敬は、肥後藩藩政改革の中心

となつた人物である。蔵花の本名は徳富健次郎。   ・

10歳で兄・蘇峰と共に同志社英学校に入るが、蘇峰は

新島譲の “自責の杖"事件と関連し、卒業日前に同志社

を退学する。麓花も少し遅れて退学、熊本に帰り共立学

舎に入学、その後、14歳で兄が主宰する大江義塾に入つ

ている。同志社英学校での流れは、大河 ドラマ
「人重の

桜」で見てのとおりである。
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17歳の時、熊本で洗礼を受け、その後、兄・蘇峰との折り合いが悪いことなど

を家族が慮り、従兄 。横井時雄のいる今治教会にあずけられる。『思出の記』のモ

デル探しの上では、キーポイントである。

その後、18歳で再び同志社に入学、京都に出るが、そこで山本久栄と出会い恋

に落ちる。しかし、その恋は成就せず、京都から逃げ出し放蕩の旅に出ている。

これも、大河 ドラマで放映されたとおりである。

その後、様々な経過をたどり、東京で蘇峰が主宰する「国民の友」の記者生活

を送ることになる。これが、文筆活動の端緒となっている。

26歳で、原田愛子と結婚、32歳でベストセラー小説 「不如帰」を出版する。

明治 34年には鵠沼に逗留、『思出の記』を出版している。 (先ず、明治 33年、

国民新間に「おもいでの記」が掲載され、その後単行本となつたもの。)

明治 36年に「黒潮」を出版し、その巻頭で「君は国力の膨張に重きをおいて帝

国主義を執り、余は人道の大儀を執り.… .」 という蘇峰との決別の辞を書き、蘇

峰とは別の道を歩くことになる。この年、堺利彦の訪間を受け、以降社会主義者

に親近感を抱くようになつている。

徳富蘇峰は、ジャーナリス ト、歴史家、評論家、政治家として活躍したのだが、

平民主義から右翼へと変節、最後はA級戦犯容疑・公職追放になっている。ヒュ

ーマニス トの蔵花とは対照的な人物であつた。この雰囲気を表しているのは、大

河 ドラマ「人重の桜」の最終回で蔵花がポツんとつぶやく印象的なシーンである。

明治 39年には、パレスチナ巡礼を経て、ロシアに トルス トイを訪ね、彼の家

に 5日 間滞在している。蔵花はトルス トイの感化を受け、帰国後 “美的百姓"を

標榜し晴耕雨読の生活を始めている。場所は、現在の世田谷 。芦花公園の恒春園

である。当時は、都心から離れた不便な場所であつた。

明治 44年には、大逆事件の首謀者とされた幸徳秋水の死刑を阻止するために活

動し、一高の弁論部・川上丈太郎などが企画した講演会では「謀叛論」の題で講

演、学内に騒動を巻き起こしている。この直前に秋水は処刑されている。

その後は、夫妻でよく旅行に出かけていて、大正 8年には夫婦で世界一月旅行

に出ている。最後は療養の地・伊香保で亡くなつている。

産花という号の由来は、自ら述べている「『蔵の花は見所とてもなく』と清少

納言は書きぬ。然もその見所なきを余は却って愛するなり」で明らかだが、産花

のキャラクターを良く物語つている。



『思出の記』のあらすじ

ど多 才 ル 姥 るの読書を奨めるうのであク、ここで内容を詳述 ナるの1ま野暮

である″ミ ざつと銚めてみることにする。

主人公は、“僕"菊池慎太郎。1863年、九州の真中、高鞍山を望む妻籠の生れ

である。菊池家は、南朝の忠臣の末裔、村一番の名家であったが、破産。父も亡

くなり、伯母の家 。野田家に住まうことになる。母 `節は、名家に生まれ名家に

嫁いだ女で女子教育の熱心家、賢母・賢婦人である。叔父の野田大作は、由緒あ

る郷士、英雄型人物、文明的殖産家である。大作の名のとおり、大漢・大胆 。大

食である。

僕は、西山塾に入塾。ここで、生涯の友人・松村清麿を得る。西山塾が閉じた

後は育英学舎に入学、そこで先進的な教育者・駒井哲太郎先生に出会つている。

駒井先生が家庭の事情で学舎を去り、また、野田家での僕の微妙な立場もあつ

て、かねてから松村清麿の勧めのあつた上京を決行することになる。これが、 ド

ラマチックな冒険となる。

僕は、冬の 12月 23日 に、お金 6円を携え、野国家を出奔、熊本～別府～大阪

～上京を目指す。しか lノヽ別府で護摩の蝿に 4円鵬し取られ、宇和島経由土佐行

きに変更するのだが、宇和島でもスリに遭い一文無しになってしまう。あげく行

き倒れになるのだが、金貸しに救われ、そこで暫し働くことになる。そんな折、

宇和島で唯一英語に触れたことのある僕が、道を尋ねる外国人宣教師を助けるな

どして、新しい触れ合いが生まれる。宇和島逗留中に出かけた松山では、生まれ

て初めて教会 。耶蘇教に出会い、志津牧師と知り合う。

志津牧師の薦めもあり、大阪に出て関西学院に入学、キリスト教教育と触れ合

う。関西学院では「菅先生事件」が発生し、卒業間近にも関わらず僕は退学届を

出すことになる。そして、方向転換、東京帝国大学 。文科を目指し、上京する。

東京では、当面の生活の資を得るために、平民新聞社でアルバイ トをしながら、

入学試験に向け勉強するのだが、そこで主筆の佐藤氏に出会う。佐藤氏は、実は

尊敬する育英学舎の駒井先生であつたのだ。

東京での生活では、一ツ橋の女学校に入っていた松村清麿君の妹・敏江と再会

したり、女学校を経営している伯母の世話になるなどして暮らす。

僕は、この敏江に恋心を抱き、それが発展する。その舞台は、鵠沼。そこでの

描写が、冒頭にあげたものである。
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そして僕は、敏江と結婚し幸せな生活を送るのである。

他の人々のその後は、母は、婦人矯風会の補助、野田叔母は、長く女学舎を運

営、松村清磨君は、衆議院議員、妻 (敏子)は、文筆活動と活躍するのだ。

そして僕は、“相かわらず眼高手低の嘆を漏らしながら、理想を目がけて蝸牛

の歩みをilCびおり候"。

『思出の記』は、翻訳され英語でも出版されている。タイ トルは、F00■暇INTS

IN THE SNOWで ある。鵠沼描写の一部、原文を紹介する。

..,Outs:de,the fierce noonday sun shrunk our shadows to our feet,its heat reflected

all around us from burning sand.A ttne white dust covered the flelds of soy and sweet

potato,Our eyes smarted from the bri‖ iant lighti and before we were bathed in sweet.

But beyond the sandy fields,over the dunes that bordered them,a brecze blew cool

among the green rustiing shado of a pinewood.Frorn the shadiest spot hal颯 Fay up a

‖ttle hill within the wood,Mount Fじ i and the peaks of Hakone peeped through the trees,

and below,white salls festooned Saganli Bay,we could see the caps ofthe sea… bathers,

but hear none of thier shouting.The wind combed gently though the branches,weaving

restless patterns of:ight and deep geen shade,and pouring such fragrance into the air

around us that sleep in such a spot would suFely have brought pine― scented dreams.

Here even the chirruping of the cicadas sounded coo:.

私の稚拙な翻訳では、次のようになる。

…しかしながら、砂山で区切られた砂畑の向こうに、松

林の緑のざわめきの中、涼しい風が吹いていた。その林

の中の小高い丘の中腹、本陰から、富士山や箱根の峰々

がちらちら見えていた。その丘の下には、白い帆が相模

湾を花網飾りのように t/、 海水浴客のキャップも見るこ

ともできたが、彼らの声を聞くことはできなかつた。風

は、絶えFH5な く動く光と深い緑で織り成され′る枝のFHlを

統づき、私たちの周 りを取り囲む空気に松の香の夢をも

たらすに違いなかつた。ここでは、チッチッと鳴く蝉の

声すら心地よく聞こえた。 …

■■,■■ ■||‐ |●■■

『静1'す「
菫群鶴tl碁 |:ヽ

『思出の記』英訳本
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これを見ると、先ず、産花の美文に感嘆せずにはいらない。そして、日本語の

語彙の豊かさに、改めて誇りを感じるのである。私の稚拙な訳ですら、優しく感

じるのであるから。また富士・箱根は書かれているが、足柄・大山・高麗山は、

さすが無視されている。これも、外国に対する知名度の象徴であろう。

『思出の記』の時代、周辺の人々

次なるアブローチは、産花が生きた時代の人々を眺めてみることである。無論、

i蔵花の周辺だけであるが。注目するポイントは、「人重の桜」に登場する人物との

重なりである。

維新の十傑: 薩摩藩/西郷隆盛、大久保利通、小松帯刀、肥前藩′/江藤新平、

長州藩/大村益次郎、本戸孝允、前原一誠、広沢真臣、

肥後藩/横井小楠、公家/岩倉具視  を指している。
横井小楠は、坂本龍馬の師であり、龍馬が作つた “Fnt中人策"は、小楠の

「国是七条」を基にしたものだと言われている。更に、「人重の桜Jに出てき

た山本覚馬の “管見"も、同様に小楠の「国是七条」を参考にしたと言われ

ている。坂本龍馬は、横井小楠こそ、明治新政府の首相に相応しいと考えて

いたのである。

横井時雄 .… .大河 ドラマ「八重の桜」では、伊勢時雄として登場、山本覚馬の娘・

みねと結婚。横井小楠の長男で、同志社の第二代社長。時雄は、伊勢姓以外に

もいくつかの姓を名乗つている。これは、幕末の情勢と絡んでいる物語である。

同志社関係 .… .倉1始者・新島譲、▲重、同志社の命名者・山本覚馬

これらは、何れも蔵花と関係のある人物である。山本覚馬の下の娘・久菫は董

花が恋した女性である。              .

矢島直方 .… .横井小楠の高弟、惣庄屋の子に生まれ江戸後期から明治にかけて

活躍した公共事業家。維新後、堺や福岡県の参事官などを歴任、帰郷して、小

学校の設置、水田の開発、茶の栽培指導など郷里の発展に尽くした人物。

矢嶋家を上げたのは、娘たち、竹崎順子 (三女)・ 徳富久子 (四女)・ 横井つ

せ子 (五女)・ 矢嶋揖子 (六女)が、近代日本における女子教育や婦人運動に
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尽力、男女同権社会の礎を築いた人たちだからである。

四賢婦人、肥後の猛婦

矢島家からlT4た、「四賢婦人」と称される女性たち、明治のパワフルな熊本

の女性を加え、熊本市の観光サイ トでは、この女性たちを「肥後の猛婦」とし

て紹介している。猛婦とは穏やかならざる表現だが、男の “肥後もつこす"と

対比しての表現で、軽蔑している訳ではない。

竹崎1贋子 (矢島家 。三女)

明治における女子教育の先駆者で、明治 22年熊本女学校 (熊本フェイス学

院高校)を創設。徳冨麓花の伯母であり、山本久栄との一途な恋に破れた健次

郎が京都を出奔し放蕩を繰 り返し、あげく熊本に連れ戻された時に、「なんの、

よか、よか」と慰め、励ましたという愛情溢れる女性であつた。

産花は、後に、伝記 「竹崎順子」書き、その恩に報いているc彼は、「我に
3人の母あり」として、実母、徳富久子とともに、竹崎順子と横井つせ子の二

人の伯母・叔母をあげている。蔵花にとつては、「心の母」であつた。

徳富久子 (矢島家・四女)

徳富一敬に嫁いだ。徳富蘇峰・徳冨董花兄弟の母。姉順子・妹揖子の女子教

育・婦人解放運動を支えた人物。

横井つせ子 (矢島家・五女)

横井小楠に嫁いだ。「夫は天下人である。妻たる自分も出来るだけ学問をし、

夫の名を辱めることがないように」と励み、明治維新の大業に参加する小楠を

支えた。また姉順子・妹栂子の女子教育・婦人解放運動を支えた。

矢嶋揖子 (矢島家・六女)

明治 5年上京、明治 23年キリス ト教系女学院 (現 東京・女子学院)を創立。

また明治 19年、「日本キリス ト教婦人矯風会Jを設立し初代会頭に就任、婦人

参政権・廃娼・禁酒運動等に貢献した。大正 10年 89歳の高齢でワシントン平

和会議に出席の際、米ルーズヴェル ト大統領から功績を称えられ記念の花器を

贈られている。

海老名みや子

横井小楠の長女、海老名弾正 (同志社第 8代社長)と結婚。弾正は、改名前

は、喜二郎 (大河 ドラマでは、この名で登場)。



盪濃拠孟 (徳富初子)

禁酒・廃娼運動家。徳富蘇峰、蔵花の姉。女子の啓蒙教育と婦人矯風運動に

尽力、東京婦人矯風会発起の一大一婦制の刑法及び民法に対する建白書を元老

院に提出している。

有名な話は、大養毅との縁談で、男子の節操に対する見解の相違から、初子

の方から破談にしたと伝えられている。夫・湯浅治郎は同志社経営に加わり、

慶、子 。人郎は同志社社長。

横井みや (海老名みや子 )、 徳富初子、横井玉子の 3人は、熊本洋学校で、L,L.ジ

ェーンズに学び、日本最初の男女共学教育を受けた人たちと言われている。

徳冨愛子 (原田愛子 )

徳冨蔵花夫人。蔵花と共に作家活動も行つている。熊本からの女子高等師範

(現在の御茶ノ水女子大学)入学者第一号。

lヽ繊111       11摯 1機●      ■議す |

『肥後の猛婦」たち    出典 :熊本市観光情報サイ ト

『思出の記』のモデルに違る

いよいよ、核心に迫つていくことになる。

こうして、徳冨蔵花の人となり、時代の背景、周辺の人々を辿つてくると、麓

花は「不如帰」のスタイルと同様に、モデルがあると考え
7Dく のでである。

まず、妻 。愛子の故郷c ….熊本県菊池。蔵花は、それを取つて主人公の姓
を “菊池"と したに違いない。菊池市は、鞍岳を背にする地形を持つているので

間違いない。

無論、お敏は、妻の愛子である。鷹花の出版では、愛子を共著とするものが少

なからずある。愛子は才媛であり、蔵花も愛子なくしては希代の小説家とは呼ば

れなかったかも知れないのである。

緯織轡r



蔵花と言う人物は、実らなかつた山本久栄との熱烈な恋、破綻後の不貞腐れた

放蕩など実に人間臭い、愛すべき人物である。しかし、実は、ワンマン、かんじ

ゃく持ちで、愛子に辛く当つたり、罵声を浴びせたり、あげく暴力も振るつたよ

うである。三従の精神で育てられて愛子は、耐えに耐える生活をしていたのであ

る。しかし、明治 38年、富士登山の際、産花が体調不良から人事不省に陥つたと

ころ、愛子の必死の看護で生き返るという事件があつたcこれが転機となり、以

降、蔵花も愛子に優しくなつたとのことである。

こうしたことの罪滅ばしからか、『思出の記』の中では、愛子夫人の故郷、熊

本県・菊池市を取上げ、愛情を込めて描いているのだと想像できる。

ここで閑話休題、おしどり夫婦の里を紹介する。

徳冨蔵花の妻・愛子は、菊池市隈府生れ。徳冨蔵花・愛子は、銀婚式の記念に

世界一周旅行に出かけるなど「おしどり夫婦」と言われている。

菊池市中心街 「隈府 (わいふ)」 と、英語の妻 「wi fe(ワ イフ)」 をかけて、菊

池温泉では、“おしどり夫婦の里"、 “妻を大切にする街"と 観光振興のキャッチフ

レーズにしている。

また、二人に関わるトピックを紹介する。

世界一月旅行の中でパレスチナのナザレ (キ リストの生誕地、現イスラエル )

を訪れた時に残した句である。英語も、非常に分かり易い文である。

「姉妹むつみし ひたにかたらわば 闘う子等はあらじあらせじ」
If Onサ the bOnd betweon the sisteF be flrm,Fighting boys win

never be there,and shall be,too.

本題に戻り、次なるモデル推理とする.矢継ざ早に書いてみる。

野田叔父は、矢嶋直方を街彿とさせ、母は、蔵花の「′いの母Jである3人、実

母・久子、竹崎サ1原子、横井つせ子を思い浮かべることができる。また、東京で世

話になる伯母は、矢嶋揖子を充てると楽しくなる。

志津牧師は、横井時雄。これは間違いない。

西山塾は、蔵花が学んだ兼坂塾、育英学合は兄・蘇峰が主宰した大江義塾など

が想像される。

また、主人公 “僕"が卒業日前で退学することになった「菅先生事件」は、兄・
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蘇峰が関係した同志社での「自責の杖」事件が当てられる。この時、蘇峰は、卒

業を2ヵ 月後に控えていたにも関わらず退学したのである。

これまでに紹介した人々を知れば、誰でも『思出の記』のモデルは容易に想像

できるのである。しかし、主人公は簡単には思い浮かばない。

『思出の記』前半に描かれている冒険 ドラマは何なんか。まさにサラブレット

を輩出したエリー ト名家を眺めているだけでは思いつかない。わがまま・亭主関

白、一方で愛妻家であったとも言われる徳冨蔵花にそのようなドラマがあったの

だろうか。名門のサラブレッドが家出をし、追いはぎにあって無一文、果ては行

き倒れといつたことがあるのだろうか。それともこれは、フィクションなのだろ

うか。主人公。慎太郎のお敏との美しい恋の思い出を飾るために作られた話なのだ

ろうか。

実は、少し違和感のある筋書きにも、事実に基づく逸話があつたのである。そ

の ドラマチックなモデルに、私はハワイで遭遇 したのである。

モデル探しは続 く。そして “僕"の冒険 ドラマを追う。
まず、冒険 ドラマのキーになる徳富蘇峰と大江義塾を辿ってみる。

蔵花と蘇峰の関係を見てみよう。

幼少～若き頃は、「兄は天才、弟はグズ」といわれたりし、相性が悪かつたよ

うである。そして、蔵花は 1903年に「告別の辞」を書き、蘇峰と決別する。最後

には、療養の地・伊香保で和解している.

産花の葬式で、蘇峰は「弟は天才でしたが、弱虫で泣き虫でした。弟が成功し

たのは、私の影響ではなく、弟自身の力によるものです。」と弔辞を述べている。

次に、キーとなる大江義塾である。

大江義塾は、明治 15年、蘇峰が 18歳の時に創設したもので、教科は、歴史 `経

済・政治・漢学・英学などの他に、作文演説討論会、闘文会などがあつた。

活躍した塾生には、宮崎沿天 (寅蔵 )、 上塚周平、上塚真熊、上塚司、徳冨産花、

曽我部四郎などがいる。

ここで注目するのは、曽我部四郎という名である。私たちにとつては知名度が

極めて低い存在である。
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大江義塾での曽我部四郎は、

屈指の歌上手・雄弁家であつた。

明治 19年・第 5回 Bll立記念式

では、生徒総代として演説を行

っている。大江義塾の成績表が

残つているが、曽我部四郎の成

績は、“甲"である。
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大江義塾成績表抜粋

曽我部四郎の足跡を迪る 。… ドラマである

曽我部四郎は、1865年 (慶応元年)福岡県生れ、1949年

(昭和 24)ハフイ島・ホノムの町で亡くなつて
いる。

先ず、関連する歴史を少し迪つてみよう。

戦国時代、土佐を平定し四国の覇者とな
つた大名に長曽

我部元親がいる。長曽我部家は、豊臣秀吉と
の戦いに敗れ、

お家断絶となるのだが、その末裔は黒河姓
となり女系での

血筋が続いた。その末裔・黒河通範は播州城主
・黒田孝高

*

(黒田官兵衛。…26年の大河 ドラ
マ主人公)に出仕したも

のの、城主の家名に重なる
「黒」を憚り、母方長曽我部の姓から、長

の字を省き

「曽我部」を名乗つたのである。後、53万石筑前
の国で、2000石の家臣となつ

ている。
*天正10年の出来事とされており、その年代から推定し城主は黒口

孝高とした。(著者)

この曽我部家の末裔に、傍流ではあるが曽我部四郎
がいる。「四郎」にも関わら

ず長男で、これは嫡流から分家した始祖
の元服名が四郎であつたことに由来する

と言われている。

この歴史を見ると、三

説明は、秀吉に忠誠を誓いお家断絶にあ
つた長曽我部家と似ている。
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そして、その曽我部四郎は、親元から家出しドラマチックな体験をしているの

である。曽我部四郎の流浪の最後はハワイに行き着く。日本では、「曽我部四郎」

の知名度は極めて低いのだが、ハワイ、特にハワイ島では曽我部四郎の名前を知

らない人はいないというほどの人物なのである。

曽我部四郎は、色々あつて家を出た後、臨時教員、小使いなど苦難の放浪生活

を送る。その後、明治 16年、今治で横井時雄牧師に出会い洗礼を受けている。

この今治教会に産花がやつて来たのである。その産花は、曽我部四郎を煽動し、

熊本へと送り出し、大江義塾に入れたのである。麓花は、送り出すに当り、初め

て質入ということを行い、 1円の金を用立て、更に母親から贈られた晴れ着を曽

我部四郎に与えている。

熊本への旅は、徒歩で ,… 今治～松山～ (海伝い)～佐田岬・突端に、そこ

から船で豊後に渡り、大分に入つてからは徒歩で別府湾岸沿いに遡り阿蘇越えを

している。この間、牛小屋に無断で泊まったりし、髪・髭ぼうぼう、垢で黒くな

った着物姿で熊本にたどり着いたのである。

大江義塾が閉鎖となり、同志社神学校入学するのだが、明治 23年退学し、地方

での伝道活動を行つた後、明治 27年、ハワイヘ渡り、ホノム教会の牧師となつて

いる。明治 30年、ホノム日本語学校を倉1設 (ハワイで4番 目)し、『ホノム義塾』

と命名している。ホノム義塾は、単なる寄宿学校でなく、孤児院、救貧院、矯正

院、クライシス・センターとして機能した機関・施設であつた◇

曽我部四郎は、1949年 (昭和 24)、 ホノムで亡くなっているのだが、教え子に

託し、何故か、一切の資料を焼却している。

もうお分かりと思うが、焦点である『思出の記』主人公 。菊池慎太郎のモデル

は、この曽我部四郎なのである。

では、どのようにして曽我部四郎に行き着いたのであろうか。

それは、ハワイの旅、人情味浴れる風土の中で遭遇し、.発見したものである。

ホノム義塾が開かれた時代の背景 一 初期のハワイ日系移民の生活

曽我部牧師が、ホノム義塾を設立・運営した時代は、どのようだつたのだろう

か。初期のハワイ日系移民の生活を少し眺めて見る。

日系移民は、最初、何れ故郷に錦を飾るための「出稼ぎ」気分でハワイに来た

のだが、現実は厳 しい労働環境であつた。その結果、生活は荒んだものになり、
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孤児、DV、 賭博、アルコールに滋れる者が蔓延ヒノていつたのである。

当時の状況を示す 2枚の写真がある。

1枚は、上陸の様子。まるで、モッコで吊られる荷物扱いである。もう1枚は、

粗末な住居である。当時の状況を示している。

日系移民の上陸の様子 初期の日系移民住居

写真出典 : “The Hamakua Ooast"

その後、二世が増加し日系移民社会にも変化がおきる。

この状況を伝える象徴として、よく語られるのが子供達の会話である。

「 Papa、  Hana hana。  ‖ouse、 おらん」 ――お父さんは仕事へ行つて、家に
いません―一 。 Papaは英語の父、Hanaはハフイ語の仕事である。

こういった状況の中で、曽我部牧師は、活動したのである。

まずは、日本語教育の必要性から、日本人学校が作られた。曽我部牧師以外に

も、神田重英牧師、五味環牧師 、奥村多喜衛牧師などが、活動している。無論、

仏教系も、少し後になるが活動している。

曽我部四郎牧師の功績、人となり

曽我部牧師は、ホノムの人々への献身的な貢献から、ハフイ島内での尊敬・信

頼は絶大であり、“ホノム聖人"と呼ばれている。しかし、曽我部牧師は、名誉・

世評に全く無関心で、日本、米国からの多くの表彰 0勲章の申し出があったにも

関わらず一切辞退している。また、周囲の再二の勧めにも関わらず、長い間洗ネL

を授けるのに必要な按手礼を受けず、伝道師という地位にとどまっていた。按手

礼を受けたのは 50歳になってからである。

曽我部牧師の人柄を象徴するのが、1925年 (大正 14年 )、 ヒロ大和座での市民

権問題についての演説である。これは、第二次世界大戦の 15年も前に示した道徳
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観だが、有名な第 100大隊、442連隊の日系兵士の活躍の精神的基盤になつたに

相違ない。

「日本若し戦わば… ～～ 先ず全塾生及び出身者を悉く我がホノム義塾に

召集する。然して、右にハワイに生れし者、左に日本に生れし者を並べ、ハフイ

に生れし者は義まさぼ米国のために戦うべし、日本に生れし者は大日本帝国の忠

勇なる人民である、一旦緩急あれば義勇公に奉じ、以て天壌無窮の皇運を扶翼す

べし.… ….」 、..…  「関が原合戦での真田父子の振る舞いこそ、武士道精神J(兄 :

信幸 `F関東の殊遇を受く、乞う東せん"、 弟 :幸村 “大門のlE宣背く可からず 寧
ろ西して死するとも東して生きず"、 父 :昌幸 “東せんと欲するものは東せん、西

せんと欲するものは西せよ。而して我西に与するものなり"

また、宗教・宗派を超えた活動も行つており、仏教・臨済宗の寺院all建や、間

題の発生した仏教・日本語学校の再建の手助けなどもしている。他宗教へも寛容、

従つて、他者に対する寛容さがあつたのである。

曽我部牧師は、遺言で、ホノム義塾卒業生に委ね、一切の書類・資料を焼却し

ている。このため、多くの謎が残つたままなのである。

ホノム義塾跡

20世紀初頭のホノム義塾/ソカベ・チヤペル
(Honomu/1shii f鋪 ‖y所有写真)

ソカベ`チャベルの表示

(筆者撮影 2011)

左の写真は、私が、ハワイ島で地元の人に、「この教会は、今もありますか ?」

と聞いた時に、出したもの。答えは、「そこだよ !J。 そして、ソカベ・チャペルの

由来を教えてもらったのです。右の写真は、現在の整備された教会裏にある「ソ

カベ・チャペル」の表示である。
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最後に、

私は、文学に触れ 、郷上の歴史・由来を巡り、旅での遭遇を求める といつ

たことをした訳だが、それは、鵠沼を描写した文学作品を辿り、映し出された

人々・背景を辿り、ハワイ島で歴史を見つけ、曽我部牧師のドラマとロマンに行

き着き、徳冨蔵花との接点を見つけ、そして『思出の記』主人公のモデルを発見

するという感動を生み出したのである。これで、『思出の記』の面白さが倍増した

のである。

ここで、私が最も話したかつたのは、実は、曽我部四郎牧師のことである。何

故なら、そこにはヒューマニズムが溢れており、曽我部牧師を語るよう促す何か

を感じたからである。ハワイ島で。

しかし、徳冨蔵花、『思出の記』なくして、決してこのような気分になること

はなかったと断定できるc

私は、このような雑学的読書を皆さんに勧めるのである。

なお、曽我部四郎牧師は、一生に3冊の本を出している。その 1つが「もう三

千弗」である。ホノム義塾の礼拝堂を建設するためにもう三千 ドル必要であると

いうことで、この本を出してその収益を充てようとしたのだ。この本には、原田

助牧師と徳冨董花が序を書いている。産花は、そこに、曽我部四郎牧師の青年時

代のことを書いている。

そして、曽我部牧師は、「『思出の記』の主人公モデルは私だ。」と周囲に語つ

たそうである。

(はつかく やすまさ)

;

・『藤沢の地名』 (昭和62.3.31 日本地名研究所編、藤沢市発行)
・『思出の記』 (徳富健次郎著、岩波文庫)     .
・『明治大正文學「徳富蔵花」』  (徳富健次郎著、春陽堂書店)
。『ホノム (保野武)義塾』(1985.8.10 中野次郎著)
。同志社大学講演資料 (沖田行司教授講演 2005.11.9)

『新島譲の教えを受け継いだ人 一 ホノム聖人 曽我部四郎のこと』
・『同志社大江義塾 徳富蘇峰資料集』(花立三郎他著、三一書房、1978)
。『もう三千弗』 (大正 15.10,31 曽我部四郎著、丁未出版社)
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・『 The Hamakua Coast』   (Ken Okimoto著 、 Watermark Pub‖
`hing)

く〈拳十奎議〉〉

I.『思出の記』抜粋

『思出の記』には、鵠沼の描写が多く綴られている。冒頭の抜粋一文以外のも

のについても少し紹介する。

夕β″っ御 解 替 なお残 る村,蹴い つて五六 五 道|ま二筋だわ力ヽヤして、〃

霧 々と勝つたク稜警裁え玄つていろ。

/少 ιまわクたソゞ まあるょつと″クたまえ、諾″一という水″ゞある″ヽ らノ

と松締 清 夕ので、夕ら′ま右 |こ〃れ 窮 摯 一二五 な ″多なル 燿 じ つた寒

灯 ル も ヽとある農家の庭 滋 か った。養蚕をナると月え屋根窓を″

″りけ な農家だ。

そして、地元の多くの方が見たり知つている、原の辻

(本鵠沼 4丁 目)に、文化 6(1809)年建立の出羽三山

供養塔がある。蔵花もこれを見たのであろう。

鵠沼市民センター・郷土資料展示室に、このことが取

り上げられた神奈川新聞の記事がある。

『思出の記』の鵠沼描写について、もう少し、ここに

書いておく。是非とも読むことを奨める。読めば益々鵠

沼を美しく想うに違いない。

卓″の農夫 |こ道を譲うで′ま欝 こヽまεろ』痴のなの電 ιたた″蹴散らし、夢″ ヽ

多ろみ 罐 稼 ごんな るのでるあろ夕″せ ′猾 あ る芦′ク・霧のまだ枝から腱へ″

夕松原を穿つα 聯 羨 醐 家 る″ど勝身の″を浴びιて篇へ″ん だ々ιい朝景

自ん 海′まだのタタιで島り物く 、つレ`対面のだの蕩 ら解グを、右手こ延 クヽで

ガ汀の松の群むの富士、若安、大漑、

“
～
あ 薄Fク と夢さめあえぬ〃焼

ヨβ 鮮醸館の横手の 場 を 刻 泌 と、お敏君カミ鈴江君と葬らを尋ね来た るだ

″たと″き当たつた:

お敏君は きヽま多″嬢髪がかつた縮みの浴衣 |こβ襦袢な熱 4帯′ま蒻 物 鷹

出羽三山供養塔

(本鵠沼、原の辻)
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素足 =こ繰 tまクヽこ まん動 こゞまれ姥 うな浜撫子″わ てクヽろ。

Ⅱ,「八重の桜」登場人物・キャス ト (本稿に関係する人たち)

徳富健次郎 (徳冨蔵花):  太賀
徳富猪一郎 → 徳富蘇峰 (董花の兄):  中村蒼
山本久栄 (覚馬の次女、麓花が恋した女性)〔  佐藤風和 → 大田しずく→ 今瀬葵→

門脇麦

徳富初子 (董花の姉) : 荒井萌
横井時雄 (伊勢時雄、横井小楠の長男、蔵花の伯父):  黄川田将也
伊勢みや子 (横井みや、横井小楠の長女、董花の伯母):  坂田梨香子
海老名喜二郎 (改名→弾正、横井みやの夫、同志社第 8代社長): 阿部亮平
山川咲 → 山り|1捨松 → 大山捨松 (山川健次郎の妹、大山巌の後妻):

大谷美玲 → ほの花 → 愛川あおい → 水原希子

山本ノヽ重 → り|1崎人重 → 山本人重 → 新島人重  :  鈴木梨央 → 綾瀬はるか
新島七五三太 → 新島襄  : 小林海人 → オダギリジョー

山本覚馬 :  西島秀俊
山本みね (覚馬の長女、横井時雄の妻):  中山香楽 → 谷川夢歩 → 千葉理紗子 →

豊山烏花 → 池田沙弥花 → 二根梓

金森通倫 (熊本バンドのリーダーの 1人):  柄本時生
小崎弘道 (熊本バンドのリーダーの 1人、同志社第 2代社長): 古川雄輝

*小字は、成人前の配役

Ⅲ.徳富愛子『思出の記』あとがき

最後に、蔵花の妻・愛子が『思出の記』に付した “あとがき"を添付する。

一つは、「明治大正文學「徳富蔵花」」(昭和 5年 '春陽堂)、 もう一つは、「思

出の記」(昭和 14年・岩波文庫).『思出の記』が産花の人生で如何なる位置にあ

るのか、愛子の添え書きで知ることが出来る。なお、『思出の記』の著者名は、何

れも徳冨健次郎となっている。

『思出の記』は、何れも今では絶版となっているが、藤沢市図書館の所蔵はあ

るので読むことが出来る。
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彙

子

18



鵠沼海岸の伸び縮み ?

西村 望 (会員 )

地図で見ると相模湾が一番北まで北上したところに鵠沼海岸がある。太古の音

に遡ると現在の東海道線の近くまで、波が打ち寄せていた時期もあつた。

その後、長い時間をかけて砂丘が発達し、時には波に浸食され、現在の鵠沼の

土地が形成され、その活動は現在も続いているが、江の島の位置は不変である。

また、別の記録によると関東大震災の際には、このあたりで土地が約 90cm隆

起し、海が後退したとある。

1978(昭和 53)年ころから

一転して、私が引越してきた昭和 53年頃、片側一車線の国道 134号線はその

海側に駐車スペースになつた側道、歩道、松林、さらに、その海側に憩いの広場

(小公園)と太陽の広場があり、砂浜との境は高さ数十 cmの盛り上で隔てられ

ていた。

その堤は、なんとか
「ここが境界線だとわかる程度まで」破損しており所々に

はススキや低本が生えていた。

この上手の低いところを乗り越えて砂浜へ出ると、砂浜との境にはコンクリー

ト製の仕切りがあり20cmほ どの段差があつた。100m～ 150m先に波打ち際があ

り、引き潮のときには更に 50mほ ど砂浜が現れ海水に浸かりながら歩いて行ける

遠浅の海岸が広がっていた。

海岸には、常設の小田急シーサイ ドパレス (休憩施設)と東急レス トハウスが

あり、夏期には多くの海の家が立ち並び、泳ぐところと、サーフィンの場所は自

い杭で仕切られており、海岸は大変賑わう。 (杭の位置は毎年同じ)

波打ち際は子供たちの絶好な遊び場であり、子供たちと一緒になつて砂山や ト

ンネルを造ったり、時には子魚を捕まえたり、時のたつのも忘れた。

初夏のころにはアサリの稚員も採れ、ある年の夏には 2cmく らいに育つたカ

ニの子供が群遊しているにのに遭遇したこともあつた。

早朝、波打ち際を散歩するとサクラ員の模様が見られることもあつた。ところ

が、ひとたび台風など嵐に見舞われると海岸線の様子は一変する。時にはひどく
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浸食され′たり、小さな砂丘があらわれたりする。

1982年 8月 1日 には台風 10号が来襲し多くの海の家が被害に遭い、大波が

所々で 134号線まで達していた。特に三笠会館の所では道路を超えて三笠会館入

口まで達していた。また、海岸線も大きく浸食され痩せ細った。

この年は9月 12日 にも台風 18号と台風の当たり年だつた。

その対策か 翌年には、引地川河日の堤防が海に向かつて延長、かさ上げされ

た (その後も更に延長かさ上げされた)。 その後、海流の関係か砂浜が回復 して、

現在の姿になったと私は思つている。 (素人の考え ?)

1982年は台風が多く来襲したにもかかわらず、鵠沼海岸を訪れる人々は多く日

本マクドナル ド江の島店が 1日 の売り上げ、さらに1月 間の売り上げ世界一の記

録を達成した。この記録は 1983年 1984年 と3年続けて、更新達成されたとのこ

と、驚きである。

1990(平成 2)年のころ

1990年夏季 (4月 29日 から)に は、鵠沼海岸一帯で サーフ 90と 称するイ
ベン トが催され、海岸の新しい整備事業が動き出した。この頃を境に海岸の様子

が大きく変わる。

サーフ 90は、先に記した憩いの広場のあたりを中心にして、本造のログハウ

スや、ボー ドウォークが造られ、展示ブースや店が並び、週末には大道芸やコン

サー トが催された。10月 10日 に会期が終わると、一部のボー ドウォークを残こ

し́て きれいに撤去された。
その翌年あたりから、砂浜に現在見られる高さ 6.5mの防潮堤の工事が始まつ

た。う1地川の側から順次、江の島の方向へ堤防がのびていき、1995年 3月 に中

部地区まで完成した。この防潮堤の工事は、他所から山の上を運びこんで築山を

造る一方、砂浜は波打際まで深く掘られコンクリー トの構造物が構築されていつ

た。掘つた浜の砂は横に積み上げられており、完成後、元に埋め戻されたことが

素人眼にも判った。よって、防潮堤は 見えている部分以上に基礎が砂浜の下に

隠れている。防潮堤の陸側には、公園や 駐車場などが整備され、現在の姿にな
った。このスペースは以前より 広くなつたようだ。
現在 サーフビレッジの東側にある。平和の像 (巨人の像)は、元は憩いの広

場の中にあり 1995年 7月 に移動された。これらの工事と並行して、国道の 4車

線化工事も進んだ。
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この際、私が特記したいのは、旧来の殺風景な歩道橋が、新しいデザインの歩

道橋に変わつたことと、立派な幅の広い石畳の歩道が出来たことであろう。

2003年 には人気歌手浜崎あゆみの海の家も開設され、2006年にはビーチバレ

ーのコー トが常設 fヒ され、サーフビレッジ南側前庭にビーチバレー発祥の地の碑

が建立された。

サーフィンは年間つうじて楽しまれており、サーフィンの大会をはじめ多くの

海岸スポーツの大会が鵠沼海岸で催されるようになつた。

2011年には藤沢市も協賛して “Ъ be"を呼んで一大イベントも催された。

東北大震災の翌年には、防潮堤の上に津波の際の避難タワーが設けられた。

ェピローグ

この 30年間ほどの間に鵠沼海岸は海の方へ伸び、色々な施設が造られ大きく

変貌した。波打ち際の様子は日々変わっており、強い南風が吹けば砂がはこばれ

一夜にして海岸の様子は変わリサイクリング道路が砂に埋まることもある。

鵠沼海岸からの富士山 (夕 日)        鵠沼海岸からの富士山 (朝日)
鵠沼海岸から見るサンセットは実に美 しい。特にタロが沈んだ直後の富士山の

シルエットは最高である。

夕方でなくて t)、 鵠沼海岸から見る富士山は天下一品である。左右の稜線がほ

ぼ対象であり、長く裾野のほうまで延びているのが見える。

富士山を見るポイントは数多くあるが 左右の稜線が対象で下のほうまで見え
るのは鵠沼海岸がベス トであろう。多くの人々が訪れるこの美しい海岸、景色を

末代まで残 したいものである.
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鵠沼海岸 略年表

終わりに鵠沼海岸年表の作成にあたり鵠沼公民館資料室の内藤喜嗣氏に協力し

ていただいたことを記し謝意を表します。

(に しむら のぞむ)

西暦 和暦 月 日 出来事

日召不日33イ暮 4月 海岸道路が 2級国道 134号線に昇格する

日召不口57イ手 8月 1日 台風 10号来襲 海の家多数半壊

1982 昭和 57年 マク ド江の島店 1日 、1か月の売上世界-83,84年 も

昭和 57年 9月 12日 台風 18号来襲 追い打ち

昭和 58年 引地川 堤防延長

昭和 62年 1月 白砂青松海岸 百景に入る

昭和 62年 8月 9日 第 1回 ビーチバレー公式大会開催

日召下日62ど千 8月 8日 台風 H号来襲 海の家多数被害

平成 2年 4月 29日 10月 10日 まで サーフ 90開催

1990 平成 2年 9月 30日 台風 18号来襲 鵠沼橋が落ちる

平成 3年 9月 シーサイ ドパ レスなど撤去

1992 平成 4年 3月 鵠沼橋の架替え完成

1993 平成 5年 9月 防潮堤の工事始まる

1994 平成 6年 3月 国道 134号線 4車線化 完成

平成 7年 3月 防潮堤の工事 中部地区まで完成

1995 平成 7年 7月 ビーチバレーの常設コー ト 開始

平成 7年 7月 平和の像 サーフビレッジ東側 に移転設置

平成 9年 6月 29日 サーフビレッジ 新築完成

2003 平成 15年 7月 浜崎あゆみの海の家 鵠沼海岸に

平成 18年 8月 ビーチバ レー発祥の地の碑 設置 (ビ レッジ前庭 )

平成 23年 8月 27日 tubeコ ンサー ト 開催

2012 平成 24年 5月 津波避難タワー設置

2013 平成 25年
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くげぬま断章 (Ⅷ )

路可さんの「聖家族Jと 「釈迦像」と

山上 英男 (会員)

ふるさとは神奈りII県の鶴沼である。

明治時代の鵠沼 :ま想像もおよばぬほど閑静な、松原にかこまれた

別荘地であつた。私の叔母が経営していた「あづまや」という旅館

を、自分の家のようにして少年時代を過ごした。

やがて中学に入る時、母が離婚したので、母につれられてあづま

やに移 り住んだ。

(長谷川路可「随筆サンケイ<鵠沼 >」 より)

◆ カ トリック片瀬教会で
いつの年のことだつたか、定年退職後、鵠沼に住むようになっての、あるクリ

スマス 。イブの前日に境りII沿いを夫婦で散歩ヒンていた0

たまたまカ トリック片瀬教会の前を通ると門扉が大きくあけられていたので、

ちょつと中をのぞいた。

祭壇にはプレセピオというのか、馬小屋と聖家族の人形が飾られ′ていた。

入り回のところで立ち働いていたご婦人と高校生のような男の子が 「どうぞ中

に入つて見ていつてください」と言つた。

まえまえから寺院風屋根の軒下に天草四郎陣中旗のような図柄の十字架がつい

ている白壁の、この和風教会の風貌がお t)しろく、いちどは入つて見たいと思つ

ていたのだ。

「ありがとうございます」といつて、わたしたちは堂内に入つた。

わが家でも、この季節には、X'masリ ースを玄関に飾つたり、ア ドベントカレン

ダーを卓上に置いたりしている。

これは、連れ合いが10代の終りまでミッションスクールに通つていたというこ
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ともあつて、彼女にすれば少々慎み深く飾 り付けているのだが、私などは信仰と

は無縁な日本のイベントムー ドの中でこの風景を楽しんでいるに過ぎない。

それでも、こうしてクリスマスをまえに聖堂にはいつてみれば、何となく厳か

な雰囲気にひたされて、祈りの気持ちがわくから不思議だ。

わたしたちは祭壇に歩み寄つた。

壇の両脇は日本式のく床の間>で、それぞれ掛け軸がかけられていた。聖書の

事蹟を画題にしたものではあつたが、日本画なのだ。

「聖家族だね」と右側の掛け軸をさして妻に言ったG

泰西名画集などで剛1染んできているダ・ヴィンチやミクランジェロ、ラフアエ

ロ等ルネサンス期イタリアの画家が描いた「聖家族」とはまつたく画風が違 う。

「まるで着色された仏画の阿弥陀三尊図の構図にかようものを感 じるなぁ」と

感想を述べた。

「やはり日本画独特の画風ね。穏やかで、静かで 。・・」と妻が言つた。

教会の印刷物の解説を見た。

向かつて左の絵は『エジプ ト避行』、右は『聖家族』とあり、作者は長谷川路

可とあつた。

作者の名前を知って「ああ、そうなんだ」と、あらためてそれらを見直した。

堂内を見まわせば、祭壇に向かう左右の障子窓の上の白壁に、同じ作者の『十

字架の道行き』と題された色紙が十四′点、額装されて掲げられていたのである。

画題は、西欧の歴史文化を知るうえで、これまで接してきた読み物や聖書から

見知つたもので、わたしにもそれとわかる。

そして作者についても、実はわたしには耳に場1染んでいる名前であつたのだ。

しかし妻のほうは、この解説で知った一面家でしかないようだつた。

それでわたしは「路可さんはJと親しみをこめて 「さん」付けにし、「ほら、

前にも話したことがあるけど、東屋の二代目女将の一人慶、子さんで、水墨画の釈

迦像を尼寺の板壁にかいた画家だよ」と教えた。

「ああ、あの話の人ね」と妻も思い出した。

今はその名だけが残る<東屋 >だが、大正期には作家や画家がさかんに訪れた
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有名な旅館で、鵠沼の人ならみな知っている。また、この土地で<尼寺 >と いえ

ば本真寺であることも知っている。我が家の菩提寺でもある。

かつて妻には、墓参りの折などに「中学生のころおばあちゃんに連れられて行

つて見た」東屋の路可さんとその釈迦像について話したことはあつたのだが、当

時の彼女には関心がなく、またその釈迦像を直接見たわけでもなかつたから、記

憶に残らなかつたようなのだ。

それが今、この教会の路可作品にゆつくりふれたことで、欠けていたパズルの

|ピ
ースがカチッとはまつて、認識があらたになつたようなのだった。

いい時間が過ごせた。

わたしたちは丁重にお礼を言つて、教会を出た。

帰り道に、妻が「クリスチャンの画家が、お釈迦様を描いたというのは珍しい

わね」とぽつりと言つたので、「母親への供養だつたと聞いているよ」とむかし

の記憶でこたえた。

◆ 本真寺・釈迦像の記憶

帰宅後、路可さんの釈迦像に出会つたあの日のことをたどりなおしてみた。

もうずいぶん昔だ。

尼寺の庵主 (あんじゅ)さ んと親 しくしていた祖母は、孫のわたしを連れて寺

へ出かけることがよくあつた。

わたしが、その人柄を懐かしく思いだすのはショーカイさんとミョーカイさん

である。祖母からの用事を言い付かって訪ねると、お菓子が手渡された。

しかし年齢が進むと、抹香くさい寺は何となく疎遠なものになった。

その上、父の仕事の都合で小学 5年の終わりには鎌倉へ引つ越したので、ここ

はさらに間遠い存在となつた。ただ、祖父母の暮しはそのままだつたので、お小

遣いをねだりに時々は鵠沼へ足を運んだ。

そんなある日、祖母が「お供になつておくれ」と言つて、中学生になっていた

わたし/を連れて、尼寺さんへ出かけたことがあつた。
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あれはショーカイさんだつたかミョーカイさんだったか、今でははっきりしな

いが「よく来なすつた」と優しい声で迎えてくれた。

庵主さんと祖母とのはなしがすむと、わたしに学校の様子などをたずねたあと

「きょうは、あなたにいいものを見せてあげましょう。おばあさまといっしょに

御覧なさい」と言つた。

わたしたちは、本堂に安置された阿弥陀様の祭壇裏へ案内された。

阿弥陀像のちょうど背中のあたりになる板壁の前で、庵主さんも祖母も正座し

た。わたしもしぜんに座った。

電灯が点っていたのか、外光がもれてきていたのか、あかるさがほんのり残る

その薄暗がりに見たのは、風に向かつて歩む白衣のたくましい男性像だった。

祖母が 「お釈迦様だよ」とわたしに言つた。

その水墨画は一瞬にしてわたしの脳裏にその印象を深く刻んだ。

なぜなら、あの時 「これがお釈迦様 ?」 と、意外に思ったことを鮮明に覚えて

いるからだ。

お釈迦様の像といえば、天上天下唯我独尊、右手で天を指し、左手で地を指差

したあの甘茶の仏さまではないか 。・・

「これが、ロカさんのお釈迦様です」と庵主さんが言つた。

祖母も噂には聞いてはいたが見るのは初めてのようで「これがねJと いつて頷

きさかんに感心する風だつた。

続けて庵主さんは「ロカさんがお母様のご供養のために描かれたものですよぅ

いいおすがたでしょう」とこれはわたしに共感を求めるような言い方で言つた。

私は思わず 「ハイ」といつて、 うなずいた。

が、しかし私はロカさんを知らないし、そのロカさんの、この絵がなぜわたし

にとつて「いいもの」なのか、 「見せたいもの」なのか、庵主さんが、そのよう

に言つてくれた心が、実のところわからなかつた。

絵の良し悪しについては、なおのことわからなかった。

しかも当時は欧米文化への憧れが強くなっていて、祖母からもらつたお小遣い

の多くは外映 (洋画)に浪費するような年齢だつたこともあり、ほとけ様の「い
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いおすがた」というのも、腑に落ちてはいなかった。

でも、庵主さんの気持ちに感謝して、うなずいたのだつた。

そして、ロカさんとは長谷川路可というこの土地ゆかりの画家だと、あとで知

ったのである。

17歳で洗ネLを受けた路可さんは、その洗礼名の I′ ucas(画 家と医者の守護
聖人であるルカ=明治の聖書訳語は路加と表記)を雅号にしたという。

彼の生涯の仕事はフレスコで描く、クリスチャンとしての宗教画であつた。

そのクリスチャンが釈迦の像を描いた。

なぜだろう。

妻が 「珍しいわね」といつたことばを、帰宅後、改めて考えてみたのである。

激しい風に自衣をなびかせ歩む釈迦像を記憶の底からひきだした。

たしかに、母親への供養というのがそれを描いたほんらいの動機であり目的で

あつたろう。しかし、それだけだろうかつ

フラッシュバックするように向かい風を受ける釈迦像がパッパッとなんども脳

裏に浮かんできた。

そのなかから、あの時代に立ち向かつていた路可さんの、その人間精神が描か

せたのではないかという思いがふつふつとわいてきたのである。

キリス トの愛といい、仏の慈悲という、その精神のむかうところ、路可さんに

とつてはひとつだつたのではないか。

とりわけ、戦争で荒廃したあの戦後の時期、地上に降り立った釈迦は、人々が

苦しむ巷へ向かつて、向かい風を全身に受けながらも、その愛と慈悲をほどこし

てゆく姿でなければならなかつたにちがいない。

考えがそこにいたつて、わたしはクリスチャンの画家がお釈迦様を描いたもう

一つの理由を「そういうことではないかと思うんだ」と、夕食時に妻に話した。

散歩から帰つて時間がたつていたから、その話に妻ははじめきょとんとしたが、

聞いてから「ずいぶんマジメに考えたものね」といつて笑つた。
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◆ こころづくし
マジメついでに、庵主さんがあの日「いいおすがたでしょう」と言つてくれた

一言をも考えてみた。

思えば、出来事としてのあの日のことは忘れてはいなかったが、また何年か前

にはこの釈迦像保存修理のための寄付に応じたこともあつたが、それはそれだけ

のこととして済んでしまっていた。

いわば肝心なところで内面の発酵がすすまなかつたようなのだ。

それが、片瀬教会に立ち寄ったことから、「聖家族」を媒介に、本真寺の「釈

迦像」へと思いはめぐり、わたしの発酵がはじまり、いろいろな思いがわきあが

ってきたのである。

その中に、あの日わざわざ中学生のわたしに、あの絵への関心をむけるように

言葉をかけてくれた庵主さんの行為の意味が見えてきたのだ。

あれは本物を・・・描かれて間もない湯気の立つような本物を、若い魂にじか

に触れさせようとした庵主さんのこころづくしだつたのではないだろうか。

「いいものを見るJと は、そういうことではないか。

あれから半世紀以上もたつ。今頃気づくとは、ぼんくらだねえ。

懐かしさにつつまれながら「いいおすがた」の釈迦像を、機会があれば今度は

妻とふたりで見てみようと思つた。

(やまかみ ひでお)
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「藤沢の巨樹めぐり」プロジェクトを終えて

佐藤 弘 (会員 )

平成23年 3月 6日 からスター トし、6回の下見調査を経て「藤沢の巨樹めぐり1

選抜編としての調査を平成25年 12月 17日 に行ない、多数の会員参加の調査でプロ

ジェクトは終了したので、ここに全体を通しての報告をする。

このプロジェクトのきっかけは、鈴木三男吉会員が巨樹を調査 tノてはどうかと

いう提案から会としての事業計画として取り組んだ。

調査方法および範囲等を論議した結果、鵠沼の巨樹を知る為に藤沢市全域に拡

大することになった。調査は2002年 3月 藤沢市教育委員会発行「藤沢の文化財J―

樹木を訪ねて一を基に、現状がどうなつているかを主体にした。幹周りの大きさ漁リ

定は当時の測定位置との誤差も考えられるため省略した。メ、数、時間他諸々の事

情を考慮し、希望者による下見を数回行ない、最後に締めを行なうこととした。

具体的な場所は市内全域で困難が予測されたが、高橋会員の事前調査および案

内により円滑に訪ねることができた。また、地域を区切り効率的に 6回に分けて

の下見会は会員の車に分乗することで快適に郊外 ドライブを兼ねた小旅行気分を

味わうこともできた。調査時期は樹木を探し易い時期、即ち周りの樹々の葉が繁

茂していない時を選んだ。

下見会 H23年 3月 6日  大庭、六会、御所見、藤沢  会誌106号参照
H24年 4月 17日   六会、長後         会誌106号参照

H24年 5月 22日  六会、藤沢         会誌 106号参照

H24年 H月 20日  大庭、鵠沼、藤沢、村岡   会誌106号参照
H25年 6月 18日  藤沢、鵠沼、片瀬      会誌107号参照
H25年 9月 10日  江の島

選抜編 H25年 12月 17日  市内全域

・  会誌107号参照
会誌本号別掲載

今回の調査で観察した巨樹の周辺には、本には記載されていないが測定すると

幹周 り3メ ー トルを超える所謂巨樹に相当するものも散見された。過去の調査も

れ、若 しくはその後の成長で巨樹の仲間入りしたのかもしれない。巨樹は過去か

らのかけがえの無い貴重な遺産であり、短期間に生み出せるものではないため、

出来るだけ多くの樹本が引継がれて行くことを願つてやまない。
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「藤沢の巨樹めぐり」調査まとめ

巨樹全体の調査を数値的に色々な切 り口でまとめた。

[現存本数]

86本 ← 93本 (2002年 3月 藤沢市教育委員会発行 「藤沢の文化財」
一樹木を訪ねて一記載の本数より)

7本消失している。内訳は、個人宅 3軒 3本、神社仏閣 4ヶ所 4本である

が、傾向的なものはない。理由は個々に異なっているが、朽ちてきた、建物

を建てるのに邪魔、土地を整備するため、等の情報であつた。

[樹種]

タブノキ      25本 (内 8本は皇大神官にある)

イチョウ     23本
クスノキ      13本
スダジイ      12本
ケヤキ       5本
ムクノキ      3本
アメリカキササゲ、カヤ、サフラ、シラカシ、ハリギリ各 1本

[存在場所]

東海道線以北    71本
以南    15本

神社仏閣墓地    68本
個人宅       13本 (12軒 )

学校        5本
集中して多い場所

皇大神宮     11本 (タ ブノキ 8本、ケヤキ、ムクノキ、イチョウ)

遊行寺      6本 (イ チョウ2本、スダジイ 2本、クスノキ 2本 )

常光寺      6本 (タ ブノキ 2本、クスノキ 2本、カヤ、イチョウ)

江島神社     6本 (タブノキ 3本、イチョウ2本、スダジイ)

[鵠沼地区](写真参照)

皇大神宮      H本 (上記 )

湘南高校      2本 (ク スノキ)

個人宅 5ヶ所    本鵠沼関根家 (鵠沼小信号東)  クスノキ
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本鵠沼中原稲荷         タブノキ

本鵠沼斉藤家 (1国家)      ケヤキ

本鵠沼関根家 (警察署近く)   タブノキ

鵠沼石上宮沢家 (江の電石上駅南)タ ブノキ

[選抜 した巨樹]

藤沢の巨樹とはどのようなものなのかが短時間の体験で理解出来るような

巨樹を選んでみた。すなわち、どのくらいの大きさの樹なのか、樹の種類は

|  どのようなものなのか、地域としての特徴は等々を考慮して選んだ。

場所としては 5カ所であるが、それらを見ることにより藤沢全域と鵠沼の

巨樹のイメージが把握できると思う。

選んだ巨樹 (次ページ以降のリス トに◎を付記)

遊行寺のイチョウ   巨樹 1位 樹種別 1位 市指定文化財 写真 1

常光寺のイチョウ   巨樹 2位 樹種別 2位 市指定文化財 写真 2

蔓谷戸稲荷のタブノキ 巨樹 3位 樹種別 1位 市指定文化財 写真 3

葛原の田中家のスダジイ巨樹 4位 樹種別 1位 市指定文化財 写真 4

常光寺のカヤ     巨樹 2位 樹種別 1位 市指定文化財 写真 5

皇大神官のタブ ノ́キ  巨樹 6位 樹種別 2位 市指定文化財 写真 6

葛原の田中家のスダジイ巨樹 7位 樹種別 2位        写真 4

実際にH25年 12月 17日 、多くの会員の参加により調査した。当日の記録は別掲の

岡田会員の内容を参照されたい。

あらためてこれまでの調査結果を次ベージ以降に一覧表としてまとめた。藤沢

市の全巨樹を地域毎にくくり、場所が分かりやすいように補足説明したリス トと

樹影写真 (一部)と を初めての人が訪ねる時の参考になるようにした。

最後に、写真撮影、車の提供、事前調査に協力していただいた会員にあらため

て感謝します。

(さ とう ひろし)

[参考文献]2002年 3月藤沢市教育委員会発行 「藤沢の文化財」一樹木を訪ねて一

会誌『鵠沼』106号、107号
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藤沢市の巨樹一覧

注)幹廻りは学術調査目的ではないため、藤沢市教育委員会発行の
「藤沢の文化財」の当時の数値を転記した。また、掲載順も合わせた。

地域
選
抜 樹種

廻

ｍ

幹
り 足説明

写真
No.

見

◎

◎

寒川社 ハリギリ 3.30

用田739、 用田市民の家近 くにある
神社、樹は林の奥のため見つけ難
い、葉の形が特徴的、見分ける目
安となる、樹種rlj市内一位

7

寿昌寺 イチョウ 3.89 用田
2224、 山門手前に左右あるう

ちの向かって左側

大貫家 クスノキ 3.17 葛原
366、 表門から家越しに見え、

三階の屋根より高く聟える

中家 スダジイA 5.50
葛原 1143、 葛原の信号に隣接する
家、太い方、かなり朽ちかけては
いるが、圧巻である、樹種別市内
一位

4

スダジイB 4.94
隣
倍

る
、
２本
い
と

あ
は
こ

に
一副
の

割
鉾
浸
知
る、あっ
屋ヽ
ひび
峨
籍
細
り
程

皇子大神 サワラ 3.16
葛原 1382、 滝不動の道路をはさん
で北側、大鳥居の西脇、樹種別市
内一位

8

滝不動 イチョウ 3.21 葛原
1917、 『滝のお山』と呼ばれ

た面影が感じられる所

豊受大神 クスノキ 3.17 菖蒲沢
625、 県道22号宮の腰交差

点南西角の神社境内

森家 タブノキ 3.33
打戻2516、 御所見ロイヤルテニス
クラブ敷地内コート西南に接した
フェンス脇、整枝されている

宇都母知
神社

スダジイ 3.06 打戻2661、 広がった枝の下側に椿
力〕植わつている、樹齢300年 ?

後 井上家 スダジイ 3.19 下土棚
462、 長後駅南東に隣接する

屋敷のlEI県道側

白山大神 イチョウ 3.64 下土棚 1065、 社殿前面脇、かなり
技を切られている

竜泉寺 イチョウ 3.90 長後
968、 長後小学校 1じ万、不室 HIJ

の中央にあ り、長後で一番
9

福島家 シラカシ 3.00

長後 1502、 県道42号長後橋北東
200m、 天満宮南200m、 民家の裏
庭、裏ullから見た方が大きさが分
る、樹種別市内一位

10

諏訪神社

スダジイA 3.58 奇倉2674、 県道42号高鎌橋交差点
1ヒ300mの神社 境内の東南

スダジイB 3.28 、御輿倉の裏

う
４
う
０

場所



地域
選
抜 場所 樹種 麹

りｍ
写真
No.

△本
一
ヽ な口藤家 タブノキ 3.11 暑秀幕検σ尉型‰

ViЪ
茫仝

らは見えない

青木家 スダジイ 3.46尋鸞 靱 爾
りがかなり大きい巨樹

法泉寺 イチョウ 3.49 亀井野
391、 国道467号法泉寺歩道

隋西30m
六会小学 イチョウ 3.36

i野 550、 県道43号不動前交差
:100mグ ランド西南隅

アメリカ
キササゲ

3.15 珍し
い巨樹、グランド北側の西寄
り、滑り台近 く、樹種別市内一位

12

亀井神社 イチョウ 3.22 亀井野
554、 六会小学校の東隣、近

づくと意外と太い

雲昌寺

御嶽神社

イチョウ 3.45 亀井野
1457、 国道467号六会交差

点東100m、 本堂左奥

クスノキ 3.24 本堂右奥

ケヤキ 3.00わ
|

本堂北側

イチョウ
西俣野 1891、 県道403号ランド入
回交差点南600m、 改築時伐採

神明社 イチョウ 3.01

西俣野2053、 国道467号に平行す
る八王子街道新田バス停から東に
入り坂を下り、下の道の交差点か
ら30111手前

佐波神社 スダジイ 3.68 石川
139、 社殿に向かい右脇、それ

ほど高さはない

◎

戸
の森

タブノキA 5.51
大庭 1809、 主幹が折損している、

高1経F半捨是要見餅夫繁肇馨易
3

タブノキB 3.09
こちらも主幹が折損している、高
くはない、市指定文化財天然記念
物

13

賢院 クスノキA 3.53 大庭 1-8-1、 山門左脇、高さも高い

クスノキB 3.07
一肩の東の地

派
墓
立
い
も
高
ら
段
ち
一

こ

央
る

中
あ
内

に

覧
部

三質家 ケヤキ
羽鳥3-15-5、 門前広場に伐採され
た幹が展示

羽鳥3-21-10、 現在は痕跡もない鈴木家 ケヤキ

33
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なt

大庭

なし

なし



地域
選
抜 場所 向種

廻

ｍ

論
り 補足説明 顎

ゝ
沢

◎

　

　

◎

◎

自山神社 ムクノキ 3.51 藤沢
676先、社の左右にあり、2本
とも大枝が伐採されている

イチョウ 3.43 下の段には巨樹と思われる大きな
切り株がある

立石神社 イチョウ 3.25
藤沢3182、 国道467号立石2丁目の
交差点の東方500m、 社殿の傍らに
立つ、バランスが良い

体育セン
ター

クスノキ 3.56
が
ス

幹
クなヽ

７

こ

カ

新
体
着

白旗神社 ケヤキ 3.22 雰奢象筆軽歴箋島纂轟懃爵ξ激標
次

藤沢小学
校隣墓地

ムクノキ 3,42
本町 1-2、 小学校東に隣接する社の
廣を西に入って30メ ートル、特徴
的な枝振 りで高く大きい

平野家 イチョウ ，
』

，
“
３ 本町 1‐ 12、 平野家の墓地の一角

常光寺

(境内に

配置図

ある)

チョウ 5,86
本町4-5-21、 裏山西側中腹、樹種
別市内二位、神奈サII県銘木100選の
一つ、市指定文化財天然記念物

，
“

カ ヤ 5,37
左手墓地中央、樹種別市内一位、
神奈川県銘木100選の一つ、市指定
文化財天然記念物

5

タブノキA 3.97 上記近 く、
吻

市指定文化財天然記念 14

タブノキB 3.94 羊貧管P需捨是資花麟笑繁皇懲楊 15
クスノキA 3.12 虫門を入ってすく

゛
の左右の樹,市指

定文化財天然記念物
16

クスノキ B 3.04
j4門を入ってすく

゛
の左右の樹,市指

定文化財天然記念物

永勝寺 イチョウ 3.56 本町
4-4-15、 山門に入って左手、
姿が良い

17

イチョウ 3.12 山門
に入って右手 (左手に比べ細

い)、 こちらも姿が良い

や
荷
し
稲
お
じ

タブノキ 3.39
本町4-8-2、 南仲通4丁目会館 (本
六会館)県立藤沢高校正門左、か
なり切り詰められている

真浄院 イチョウ 3.47 遊行寺山門左手の寺、間を入り右

塵行寺
大イチョウ
A 6.88

境内広場の中央に位置し、とにか
く大きい、高さ中いずれも立派、
市内一位

1

イチョウB 3.27 広場の東寄りに位置する、似
きさのイチョウが近 くにある
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地域
選
抜 場所 樹種

廻

ｍ

絆
り 補足説明 噸

甑
藤沢 遊行寺 クノキ 1裏手の山腹にあったが、今はない

クスノキA 3.74 1東側墓地の中程、樹種別市内一位 18

クスノキ B 3.53 1墓地の国道に近い偶1に ある

スダジイA 3.60 1ヒ側にある裏山の中、同定はできない

スダジイB 3.12 林の中に入ることが出来ず断念

大鋸稲荷 ケヤキ 3.42 大鋸
2-5、 藤沢団地の一角、3号棟

西側急斜面の崖上

村岡 宮前

御霊神社

タブノキ 4.91 宮前560、 鳥居をくく
゛
って右手

スダジイ 3.01 裏山を登っ
て右手の水平道を行き

左手、自の標識から南の位置

二伝寺 タブノキA 3.68 渡内543、 東側山腹を覆う大木、少し朽ちている

タブノキB 3.31 寺に向かって左山足にある

」ヽ池家 ケヤキ
柄沢220、 新しく造成された土地に
変わっている

柄沢神社 タブノキ
柄沢488先、新しく造成された土地
に変わつている

鵠沼 ◎

　

◎

皇大神宮 タブノキA 5.17 社務所に向かつて左、高さより横への張りが大きい
6

タブノキB 4.72 鳥居向かって左の銀杏の裏

タブノキC 4.08 渡り廊下の奥 (裏 )

タブノキD 3,35 覧内東北の道路端近 く

タブノキE 3.32 この神社で 8番目に太い樹

タブノキF 3,16 覧内北西の端近 く

タブノキG 3.10 鎮守の森を構成する一本

タブノキH 3.06 タブノキBの西 10メ ートル

ケヤキ 3.86
肯
内
三
市
鳥
別
羽
種樹ヽ

く
め
近
た
角
い
路
無
道
が
の
キ
北
ヤ
東
ケ
内
の
位

売
家

一

19

ムクノキ 3.39 落葉高本、葉の形を目安に探す

35

な し

なし

なし



地域
選
抜 場所 闘種

廻

ｍ

幹
り 補足説明

写真
No.

鵠沼 皇大神宮 イチョウ 3.36 島居の向かって右奥

湘南高校 クスノキA 3.60 鴇沼神明、正門入ってすく
｀
右手、

闘種別市内二位
20

クスノキ B 3.06 正門入ってすく
゛
左手

関根家 クスノキ 3_28
本鵠沼2-5、 県道30号線鵠沼小学校
入口信号を東側に50メ ートル、大
東町内会館の向かい側

21

中原稲荷 タブノキ 3.50 藝露薯欠芳遥洛査鵠沼駅
から藤沢 22

斎藤家 ケヤキ 3.83 本鵠沼
5-10-35、 鵠小近 くの旧家、

裏似1の道路から頭部が見える
23

関根家 タブノキ 3.00 轟露遥露F督覧ぇヽ
ヨタの販売店の24

言沢家 タブノキ 3.01
鵠沼石上3-1-23、 江の電線路に沿
つた個人宅の道路側にある、他に
大きなタブノキ、ケヤキ他もある

25

片瀬・

江ノ島

本蓮寺 イチョウ 4.58曇晉l基本進菫唇i拿君喜亀饗冤26
竜口寺 タブノキ 3.70 片瀬3-13-37、 仁王門の石段を上が

った山門の脇

イチョウ 3.14 仁王門に向かって左手

江島神社 スダジイ 3.49 辺津宮、江ノ島では二番目に太い

イチョウ 3.22
辺津宮、奉安殿の先、八坂神社と
並ぶ秋葉社の参道をへだてて向か
いに側にある太い方の樹

タブノキA 3.97
脇
を

ヽ

道
跡
る

手
楼
か

左
亀
だ

下
金
は

段
は
ち

石
ら
立
る

面
か
に
あ

槻略待聯

ヽ

とヽ
の

宮
り
る
番

津
あ
ぎ

一

中
に
過
島

27

タブノキB 3.44 中津宮、上記ダブアTが丁石頭西
隔てて反対側崖の上に茂る

イチョウ

中津宮三つ目のエスカー入口左手
に痕跡がある、幹は40～ 50セ ンチ
程に切断されたものに姿をかえ、
腰掛けになっている

タブノキ 3.23
東斜面、島の東側の急斜面、女性
センター裏から見上げる崖の上、
近づくことはできない

イチョウ 3.31 奥津宮、奥津宮社殿とお手洗
い所

の間

36
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写真10 写真 12

|:.:三 |

写真14 写真 15

写真 16 写真 18

写真 11
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写真19

写真22 写真23 写真24

写真26 写真27

(写真:竹内広弥/高橋博明)
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写真20 写真21

写真25



選ιりすぐιりの巨樹をみる

岡田哲明 (会員 )

一昨年来、継続調査の「藤沢の巨樹めぐり」は、地域を分けて順次現状調査が

行われていたが、江の島を最後に全調査を完了した。

そこで、なかでも特筆すべき立派な巨樹を選抜し、それらを “一日コース"で

見学する企画がたてられ、「藤沢の巨樹めぐり」選抜編として例会で呼びかけて参

加希望者を募り、2013年 12月 17日 に実施された。

さいわい当日の天候は晴、無風温暖。参加者は女性 5名、男性 9名 の計 14名 、

3台の車に分乗して鵠沼公民館前を午前 10時に出発した。

まず訪れたのが蔓谷戸稲荷の森。ここは市街化調整区域であり(貴重な自然が

残らている里山で稲荷の社は小さいが、そこにあるタブノキは市内随―の巨木で

樹齢何百年とも知れずt得も言われぬ風格があつて圧倒される。

そこからはど近い藤沢市立大庭台墓園内の鈴木三男吉さんのお墓へ行く。鈴木

さんはこの「藤沢の巨樹調査」の発案者であり調査中に他界された。それで調査

完了報告を兼ねてお参りに寄ったのである。献花、参加者記念撮影:

次に訪れたのは葛原の田中家、旧家の敷地内にあるスダジイである。家人の了

解を得て裏側から敷地内に入る、といつても門塀で仕切つてあるわけでもなく、

おおらかなものだ。スダジイは2本が根元で一体になつたように見える。よほど

長い年月の風雪に耐えて来たものとみえて曲がりくねり、ヤドリギが寄生してい

るが、いまだに結実しシイノミを地面に散り敷いていて、これも貫禄がある。

車は東にむかい国道 467号線へ出て南下、デニーズ六会に立ち寄り昼食。さら

に南下して国道 1号線に入り遊行寺の駐車場へ乗り入れるのに脇参道のスロープ

を上る。眼の前に黄葉を残した大イチョウが屹立してい翫 かつては樹高 30mを

超していたが昭和 57年 8月 の台風で上半分を折損した。そのころの痛々しい姿

を知つているだけに、この回復ぶりには感動した、実に見事で堂々とした姿を取

り戻している。鎌倉鶴岡八幡官のイチョウも 2010年台風被害で倒れ、根元から

切断されたが残つた根から若木が芽吹き、丈が 1.2mほ どに育っているという。

イチョウは生きた化石と呼ばれるほど古い植物である。現在までその種を維持

してきたのは、この並はずれて強靭な生命力によるものであろう。



本堂の裏の墓地へ行くと右手に大きなクスノキがある。クスノキでは市内ナン

バーワンという巨樹だそうだがロケーションが悪く、全容を見難いのが残念だ。

藤沢橋を西へ 1日東海道の街道を少し行くと左側、消防署の脇を入ると常光寺で

ある。ここには詩人野日米次郎の墓があり、その設計者は息子のイサム・ノグチ

である。イサム・ノグチといえば広島の原爆慰霊碑や平和大橋のデザインで、ま

た、まるい和紙の照明器具で、それよりも山口淑子と結婚した事で知られる。

余談だが、彼は少年時代茅ヶ崎で育った。常光寺の住職は親戚である。

本題に戻ろう。常光寺にはカヤのすばらしい巨本がある。ちょつと赤みがかつ

た灰色の幹がまっすぐ天に向かつて伸びている。最上の碁盤、将棋盤はカヤで作

られる。カヤは弾力があつて復元力が強く、石や駒を打据えても肩が凝らないし

微小な疵が付いても元に戻るのだそうだ。このカヤから何面の盤が取れるかと想

像しながら見上げる。ふと足元に目をやるとカヤの実が落ちている。北原白秋作

詞、山田耕律作曲の童謡 「かやの本山の」が思い出される。

かやの本山の かやの実は いつかこばれ′て ひろわれて

山家のお婆さは いろり端 粗柔たき柴たき あかりつけ
かやの実かやの実 それはぜた 今夜も雨だろ もう寝よよ
お猿が哺くだで 早よお寝よ

小声で歌いながら墓地の方へ行くと、中がすつかり空洞になったイチョウの古

本がある。雷に打たれたようで空洞の内側が黒く焦げ、枝葉に勢いもなく、遊行

寺に次ぐ太さのイチョウなのだが痛々しい姿だ。

そこから鵠沼皇大神宮へc鵠沼皇大神官はさすが土甘郷の鎮守、1200年の歴史

を持つだけに境内にはタプノキ8本、ケヤキ、ムクノキ、イチョウ各 1本がリス

トアップされている。参道から本殿までの整然とした構えに反して、本殿の左右

と裏側は自然の雑木林のようなたたずまい、本殿の周囲はなだらかに斜面が下つ

ていて、ほんの小高い場所をえらんで造営されたものと知れる。目的の巨樹は、

もつぱらこの自然地域にあつたが、どういう訳か、心に響くほどの巨樹がない。

私は、菫谷戸のタブノキ、田中家のスダジイ、遊行寺のイチョウを三大名巨樹

と位置付けたいと思つた。

以上で 「藤沢の巨樹めぐり」選抜編は終了し、また公民館前まで戻つて解散と

なった。車を出し運転して下さつた有田会長、佐藤弘、西野賢二両会員および

案内役の佐藤弘、高橋両会員には感謝々々。ご同行の皆さまもお疲れ様でした。

(おかだ てつあき)
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樫の本 国想

～かつて賢者たちがその下に集まつた～

森岡 澄 (会員 )

藤沢の巨樹ベス ト八十六のなかに唯一、長後・福島家のシラカシがあ
つた。樫

の巨木というのは、そう多くあるものではないし、樫の本には特別の思
い出があ

った僕だつたから、巨樹めぐり開始前から、期待と共にイメージが先行していた。

福島家はまだ農道の面影を残す路に面して屋敷入口脇に作業小屋と野菜直売所

が設けられていて早目の夏野菜が並んでいた。

広い庭を突つ切つて畠につづくなだらかな傾斜地に目的の樫の本は高く枝を広

げていた。その大い幹には、農具としての竹竿や丸太、梯子などが寄せ掛けられ

てあり、雄姿を眺めるには少々妨げになるなどというのは、たまに訪れた他所者

の我が儘というものだc

四方から眺め「ここに進を敷いて昼めし」…などと勝手な想像をめぐらせてい

た僕に「夏、樹間を通つてくる風は涼しいですよ」と身内を愛で褒めるか
のよう

な御主人の言葉が印象的だつた。

大庭 。宗賢院のクスノキからスター トしてそれぞれの巨樹は自らの生存条件を

切り開き、そこにそうして在った。それらの巨樹の半数は生と死を同時に内包
し

ながらゆるぎなくそこに立っていた。僕はもつとそれらの樹と向き合
つていたい

と思つた。

かりそめに通りすぎて

十分に愛さなかつた かずかずの場所
への郷愁よ

それらの場所へ遠方から 何と私は与えたいことか  '

仕忘れていた身ぶりを、つぐないの行いを

もう一度―一今度はひとりで一一あの旅を静かにやり直した
い

あの泉のところに もつと永くとどまつていたい

あの樹にさわりたい、あのベンチを愛撫したい
…

リルケの詩と共にスペイン遊学の際、最後の旅となつた
バスク地方ゲルニカの

r



樫の本を訪ねたときを僕は反為していた。

[1999年 :スペイン日記から]

議事堂はシンボルとなる樫の本とともに小高い丘の上に建っていた。バスクの

古い伝統では共同体の利害に係る諸問題は樫の本の下に集い民主的に決めること

になっていた。そしていつしかゲルニカの樫の本がもつとも重要な本になつてい

た。ビスカヤ県の法律が 1876年にゲルニカの樫の本の下で起草されて以来、長

老指導者たちは、この聖なる本の下で誓いを立てることが恒例となつていた。

1936年 10月 に共和国政府はバスク自治法を採択した。バスク政府の新大統領

に就任したホセ・アン トニオ・アギーレは、ゲルニカの樫の本の下で就任式をあ

げたのであった。

同年 7月 にはフランコ

将軍のクーデターからス

ペイン戦争が勃発 してい

た。 1937年 4月 26日 月

1翼 日、市 (い ち)の立つ

日、フランコの要請を受

けたナチス・ ドイツ空軍

がゲルニカを無差 7J l爆撃

し、それが戦略爆撃とい

う概念を導き、すぐ先に

広島、長崎への原爆攻撃

が待っていたことは、す

でに歴史的事実だ。

市 (いち)も終 りかけ

た午後 4時半サンタ・マ

リア教会の鐘が空襲警報

の合図でたて続けて三度

打ち鳴らされた。
L 二

彼らの攻撃は未曽有の

残酷さで無防備な一般市

民を対象に三段階に分け

一
　

　

一

，
ス
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て行われたという。以上のグルニカ爆撃の一端だけを頭に入れた僕たち夫婦はバ

スクの聖域に向かつた。丘の上に や 小ゝ規模ながら石造りのいかにも風格のある

建物があった。カサ・デ・ファントスと呼ばれる議事堂である。天丼まで吹き抜

けの議事堂は議員の討議の場だけでなくミサを行 う礼拝堂を兼ねていた。

目指す自治のシンボルである樫の本は議事堂脇の柱廊前に豊かに葉を繁らせて

いた。この樫の本は何代目かのまだ若いものであって、最も古い記録によると

1334年には、すでに齢を経た樫の本がそこにあったという。1808年フランス軍

によつて切り倒され、その後に植え直されたものもマ ドリー ドから来た将軍によ

つて切 り倒されたという。倒されても倒されても一枯れた樫の吉本の残幹が天蓋

付きの石造の円柱によって丸く囲まれ、さらに鉄柵がめぐらされて保存されてい

る。エスパーニャ諸王の署名のあるバスク自治権尊重についての宣誓文のプレー

トとともに。

若いマエス トラに引率されて十数人の生徒がメモをとったり、スケッチをして

いる僕を取り囲んだり、古本の一部を指して「de una bala一 IJと 叫んでいる…

弾痕を見つけたのだ。僕は若い樫の幹に手を置き別れを告げた。

「何かお祈りしたの ?」

「もう人間どもの悪だくみに会いませんように…J

「折角バスクまで来たのだから文化的なことして行きましょうよJ

という妻の提案でフランス国境に近い美しい入江の町サン・セバスチャンでバ

スク料理に感心してビルバオにオープンしたグッゲンハイム美術館を見に行くこ

とにした。

鈴木三男吉さんと楷の本、そして巨樹めぐりは、僕に多くの知恵を授けてくれ

計り知れない物語 りを聞かせてくれた。人生の秋を迎えた今こそ、過去を懐かし

むのみではなく、未来を考えなければならない時期だ。樹と老人の対話は格好の

主題ではないか、今こうして原稿に向かつている僕は人間ではなく樹に寄り添っ

ている。

(も りおか きよし :絵も筆者 )
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[事業報告]

第 37回 鵠沼地区公民館まつり展示部門参加

「鵠沼を語る会をご存知ですか」

第 37回鵠沼公民館まつりは平成 25年 10月 19日 、20日 の両日にわたつ

て開催されました。今回の展示は、公民館まつりに訪れた一般の方々向けにt

『鵠沼を語る会』をご存知ですか、というタイ トルで会の紹介をしました。

模造紙に直接マーカーで書き込むという壁新聞スタイルで親しみやすさを

演出、タイ トルバネルは森岡さんが作成した作品です。

10月 71J会時に出席の会員に書いていただいた会の紹介文や会に対する感

想・思いなどを色紙 (いろがみ)にプリントして壁面の余白に貼りつけまし

た。その内容をここに紹介します。

*鵠沼をもつと知りたくなる会です。

*鵠沼が大好き ! 鵠沼の歴史を勉強し良き鵠沼の緑を守り先人の残した文

化を残したい。

*語る会に入会して思 うこと・・・人生は残高でなく振 り幅だ ! と思 うよ
うになつた:

*歴史を知りたい、先人のお話を聞きたい。

*鵠沼住人のこの地を愛する気持ちの深さに圧倒される思いで、毎月の例会

を楽しみにしております。

*春風が吹くと桶屋がもうかる、この会に入ると鵠沼が好きになる。

*鵠沼の光る海は外国にいても思い出し望郷に涙することもありました。

*ただ、ぼんや りと鵠沼に住んでいるのも鵠沼らしくて良いけれど `語る会 '

のようなものがある方が “鵠沼で暮らす"と いう事の意味をはっきり認識

出来てよい。
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*鵠沼のことをいろいろ知り学ぶことができました、それらをベースにこれ

からの鵠沼をより良いまちへ緑豊かなまちへとなるよう努めます。

*潮の香りのする鵠沼の昔と今と未来を語ろう。

*知 らなかった事を教えていただける楽しい会です。

*今井達夫を追いかけて鵠沼にたどりつきました。知れば知る程鵠沼と馬込

文士村のご縁の深さにおどろいています。

*生活の一部になつています。いろいろなことを教えられました。仕事をわ

すれるひとときです。

*鵠沼を知るには辻堂元町、鎌倉の歴史を知ると見えてくるものがある。

*鵠沼つてどんなところ? 昔は今は? 自然 ! 歴史 l 文化人あふれる
このすばらしい地、いつでもどこでも来て聞いて見て知つて学んで調べて

楽しむ会です。

*豊かな鵠沼の郷土歴史を皆さんで一緒にひもといて行きましょう、楽しく

語 り合いましょう。               ・

*鵠沼は魅力あふれるところ、好きです ! 多くの先人達が残した緑豊かな

環境と豊かな文化を守り後世に残したい。

*鵠沼について昔のことを知りたかった。語れなくても間くだけでなく協力

できることはあります、自分の特長を活かそうではありませんか。

*鵠沼大好き人間の集まりです。

(記 :柴田薫子)
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[事業報告]

「総合ミュージアムを語ろう」展に出展参加
『芥川龍之介と鵠沼とのかかわり』をテーマに

2013年 11月 19日 ～24日 、藤沢市市民ギャラリー第一展示室で第 5回「総合ミ

ュージアムを語ろう」展が開催された。主催は「藤沢文化創造の丘をすすめる会」

(熊坂兌子会長 )。 展示主旨は「42万の人口を有する藤沢市に公立のミュージア

ムが無く、貴重な資料、美術品などが収納出来ず離散状態にある。次世代への文

イ跡迷承のために良い方策はないか…・」を訴えるものであった。熊坂会長は「鵠沼

を語る会」の会員でもあり、昨年 8月例会で当会へ出展参カロを要望された。自然

科学系、人文系、美術系の 3分野からの出展で「鵠沼を語る会」は、人文系での

出展ということであるた。

「総合 ミュージアムを

語ろう」展の展示主旨に照

らし、当会独自の資料を基

に展示できるテーマを探

つた。市民ギャラリーで6

日間の展示となれば来場

者もかなりの数が予想さ

れる。少しでも市民が興味

を持つ展示内容を念頭に、

鵠沼で晩年を過ご 1/た芥り|1龍之介にスポットを当てた。

「鵠沼を語る会」では長年にわたり、芥川龍之介について多くの会員が研究・

調査し、当会ならではの資料が蓄積されている。「芥川龍之介と鵠沼とのかかわり」

をテーマとしたものは好評だつた展示実績もあり、それを基に今回の展示資料を

作成した。龍之介にとつて短い鵠沼時代ではあつたが十指におよぶ作品を書き上

げている。そのうち4作品は鵠沼を舞台にしたもので、龍之介の「末期の眼」が提

えた鵠沼の重要な光景のひとつとなっている。

オープン前日の市民ギャラリーでの展示作業は限られた時間内で行わなければ

ならなかつたが、幸い多くの会員の協力を得て無事つくりあげた。会期中は 823

人 (主催者調べ)の来場者があり、成功裡に終了した。

(記 :有田裕一)

コの字型の展示コーナーを効果的に活用
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[事業報告]

『鵠沼物語』の活字化・冊子制作

作家。今井達夫が鵠沼を中心に居住していた作家・画家との交流を克明に書いた

『鵠沼物語』は、一部を除いて未発表作品であった。鵠沼を語る会では全編を通

した作品を平成26年 3月 末日に活宇化し、一冊の本に仕上げた。

『鵠沼物語』は昭和 58年、雑誌「三田理財クラブーニ五」に「湘南の作家たち」

のサブタイトル付きで4回にわたり連載された。今井達夫没後 5年目に発表の機

会を得た訳だが、これには平松幹夫 (当時慶応大学教授 。今井達夫の妹婿)の尽

力があつたと思われる。しかし、「三田理財クラブーニ五」の体刊に伴い『鵠沼物

語』の連載は、中断されてしまつた。

この雑誌に発表された4回分は青木悠会員が編者となり、会誌『鵠沼』男1冊と

して平成 16年 3月 に復刻刊行されている。当時から『鵠沼物語』には続きがある、

と思われていたが平成 24年 3月 に今井クニ夫人が亡くなり、その遺品整理に来ら

れた平松幹夫の息女。向井百重氏から、所蔵ヒンている今井達夫の原稿類の中に『鵠

沼物語』があることを聞かされた。

原稿は慶応義塾創立 150年記念事業に際し三田文学に預けてあるとのことで、

さっそく三田文学編集部に連絡をしていただき、同年4月 末に本原稿が送られて

きた。原稿用紙 1枚の表題、4枚の目次、それに 500枚の本文という大作で 16

章からなり、「三田理財クラブーニ五」に発表されたのは、わずか 129枚、4章分

に過ぎないことが分かった。

当会ではかねてより今井夫人より数多くの原稿類を預かり「今井達夫作品の活

字化及び発表の許可」を得ており、会誌『鵠沼』に順次未発表作品を掲載してい

る。平成 24年 10月 には、馬込住人時代の文士たちとの交遊を綴つた『馬込文学

村二十年』(166ページ)を冊子化している。

鵠沼住人時代のことを書いた『鵠沼物語』については、改めて向井百重氏に一

冊の本にまとめることの許諾を得た。「鵠沼物語制作チーム」の会員が手分けして

原稿をPC入力、ページ構成、レイアウト、校工と作業を進め平成 26年 3月 はじ

めに冊子原稿をまとめ、コピー/製本を外注。渡部瞭会員ご遺族からの寄付金 15

万円を冊子制作費に充てさせていただき、同月末日に仕上がった。
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『鵠沼物語』B5判冊子

『鵠沼物語』冊子化の許諾を快くうけてくれた向井百重氏、迅速に原稿類を送

つてくれた三田文学編集部・安藤京子氏、そして見慣れぬ原稿用紙の文字をPC入

力し校正作業に協力してくれた「鵠沼物語制作チーム」の会員諸氏に、改めて謝

意を表したい。

鵠沼に育ち、鵠沼を終焉の地とした今井達夫が鵠沼に出入りする文士や画家な

どの行動を描写した『鵠沼物語』は、読者を大正、昭和の時代へとタイムスリッ

プさせ、今はなき東屋など鵠沼の様子が浮かんでくる貴重な資料といえる。

(記 :『鵠沼物語』冊子制作コーディネーター 竹内広弥)

『鵠沼物語』冊子

B5判 224頁 (本文1200頁、解説/年譜など20頁、中表紙=今井原稿用紙直筆
「鵠沼物語」/今井近景写真など4頁)150冊制作費 20万 6,500円

贈呈先

藤沢市市民図書館/室 一 総合市民図書館・湘南大庭市民図書館・辻堂市民図書

館・南市民図書館 ,鵠沼市民図書室 、鵠沼郷土資料展示室、藤沢市文書館、神

奈川近代文学館、大田区立郷土博物館
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ますます好きになつたモース

西野 行 (会員)

江の島北緑地に「モース記念碑」があり、調べていくうちにモースが日本人と

日本文化を高く評価し、日本の科学技術発展に貢献したことを知りました。

エ ドワード・シルベスター 。モース (1838～ 1925)はアメリカ人で動物学者。

「腕足類」(シャミセンガイ・ホウズキガイの仲間)の研究のため、滞在も3ヶ月

程度の予定で、1877(明治 10)年 6月 18日 横浜へ上陸します。翌 19日 、汽車

で上京の途中、大森で車窓から日本初となる貝塚を発見。東京ではその年創設さ

れた東京大学教授の要請を受けます。モースにとつて思いがけない偶然の重なり

が、その後のモースと江の島そして日本との深いつながりになるのでした。

「東京大学理学部動物学生理学教師」の契約をした翌日、7月 17日 モースは

江の島へ行き、漁師小屋を借りた臨海実験所で8月 29日 までの 43日 間の江の島

生活を始めます。モースはごく庶民的な日本人と日本人の生活文化に直に触れ、

深く感銘します。モースは日本滞在中の記録を、日記「日本その日その日」と著

書「日本人の住まい」に残しますが、日本人の印象を「とても正直である。家に

鍵もかんぬきも、錠をかける戸さえない。貧しい人も礼儀正しく思いやりを持つ。

簡素な衣服、整頓された清潔な家。ハエがいないのは特記すべき特徴である。ど

こにも落書きが無い。日本人ほど自然を愛する国民はいない」等触れています。

モースは 1877(明治 10)年から 1883(明治 16)年までの間に三度来日しま

すが、日本中を旅して収集したコレクションは現在アメリカのピーボディー博物

館とボストン博物館に収蔵されています。日本の庶民の暮らしや心根に魅せられ、

記録としてアメリカヘ持ち帰つたその数は数万点に及ぶと云われています。

この明治 10年代の日本人の生活を目の当たりにできる収集品の特別展が、昨

年 (2013年 )秋、江戸東京博物館で「明治のこころ」 (モースが見た庶民のくら

し)と題して開催されました。日本の庶民が 130年前日常生活で使用していた品々

は、単なる懐かしさを超え、日本人の生活の魅力を実感するのに十分でした。

展示品は例えば、《日常生活》に関したものとして、明治の上がついた片側ばか

Oo“
“
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リが磨り減つた下駄.素朴な日常用いた櫛や審等の髪結道具や化粧道具。お歯黒

道具。煙草入れ・印籠・髪飾り等の装身具。竹製・木製の柄杓やしやもじ掛け。

釜 。まな板・減つたタフシ等の台所道具。瓶入りの未開封の砂糖菓子・イナゴの

佃煮 (瓶入り)・ 海苔 (缶入り)。 かつお節等の食べ物。以下 《住まいと飾り》《子

供》《あそび》《あきない (看板類)》 《なりわい (大工・鍛冶屋・桶屋 。木地師・

提灯屋・屋根葺・庭師等の職人が使う道具)》 などなど総数 320点。

これ等のコレクションは、モースが名も無き一般的な明治の日本人とその生活

に感嘆し、愛情と好奇心をもつて接したからこそ可能だつたのですが、中でも特

に印象深かつたのは、何度も何度も繰り返し書いて白地が残っていない真つ黒に

なつた習字の練習帳でした。この真つ黒な練習帳を見て、暖かい心を持つて日本

人を見つめたモースの人柄がますます好きになりました。 (に しの つよし)

鵠沼 と江 ノ電 と私

内田 進之助 (会員 )

想い起こせば昭和 19年。当時東京雪が谷に住んで中学校 2年生であった私は

弟を連れて鎌倉に行き、見物したあと江ノ電に乗つて江の島も訪れ、藤沢駅を経

て帰宅したが、江ノ電の車窓から見た鵠沼、藤が谷付近の松林に囲まれた住宅地

の風景に感銘 し、偶々伯父が鎌倉山に別荘を持つていたこともあり、大人になつ

てからはぜひこの辺りに住みたいと思つたものだった。

戦後、父の仕事のため生まれ故郷の神戸に帰り、地元の大学を卒業して就職し

たが、結婚後、昭和 42年東京に転勤となり、躊躇無く鵠沼に住むことにした。 最

初は鵠沼中学校付近の農家が新築した借家に住んだが、 5年後に現住地の藤が谷

4丁 目の土地・家屋を購入、移転した。

鵠沼に住んでから既に四十七年。娘と息子にも恵まれ、実にあつというまの半

世紀である。途中何年かは仕事の都合で家族ともども海外に滞在したこともあつ

たが、まさに終生の棲家となつた。

Coffee breakコーヒー7Lイク Ooffee bFeakコーヒーワじイク COffee bFeak
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ここは江ノ電柳小路駅と鵠沼駅との間の西側で、通勤や外出時にはいつも江ノ

電を利用したので、今に至るまで色々の想い出がある。当初、江ノ電藤沢駅は国

鉄東海道線の駅南口に隣接した地上に乗降場があり、現在の小田急百貨店 2階に

繋がる高架駅となったのは、かなり後のことであつた。

江ノ電の歴史や鵠沼の今音については、数々の文献・著作・資料があり、当会

会誌『鵠沼』にも多くの諸先輩が寄稿されているので、既にご存知の方も多いと

思うが、鵠沼という地名には平安時代末期より1000年以上の歴史があり、江ノ

電は開通後既に 110年を経過している。

我々家族が住み始めた頃の江ノ電にはまだ部びた雰囲気が残つていて、乗客も

少なく、未知の者たち同士が互いに話し合つたりすること多かつた。幼かつた息

子が知らない小母さんから「坊や、素敵な洋服着てるわね。何処に行くの」など

と話しかけられたり、車内で切符を買おうとして小銭が無かつたときには、車掌

が「帰りでいいですよ」などと言つてくれたりしたものだった。

今では沿線住民の外出時や多くの観光客、また県立 。私立高校数校の学生たち

の足代わりとしての重要な役割を果たしている。

私の会社員現役時代は日本経済の高度成長期であり、退勤後殆ど毎晩、銀座で

の付き合い飲食や麻雀で帰宅が深夜となり、終電が比較的早い江ノ電を利用でき

ず、タクシー待ちも長蛇の列だつたので、藤沢駅から江ノ電線路沿いに十数分か

けて歩いて帰宅したものだった。

本来の鵠沼村の集落は主に烏森皇大神宮付近から南に点在していて、江ノ電鵠

沼駅はかなり離れていたので、後にならてから開通した小田急江の島線の駅名が

「本鵠沼」となった。今でも、江ノ電鵠沼駅前の賀来神社の石垣の上に昭和 3年

建立の道標があるが、それには西方向に「小田急鵠沼本町駅」と実在しない異名

が書いてあるが、何れにせよその付近の住民が、本来の鵠沼はこちらだ、と言い

たかったように思える。

開通当初の江ノ電の藤沢駅と鵠沼駅との間には、石上、高砂、川袋、柳小路、

藤が谷の5駅があつたが、旧石上駅は消滅し、高砂駅が今の石上駅となつた。ま

た川袋・藤が谷の旧駅跡には今でも線路脇に空き地があつて、その名残りを残し

Ooffee bFeakコーヒー■しイク 00ffee bre■ コーヒー■レイク Ooree bFeak
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ている。旧川袋駅付近には、昔は藤沢宿から江の島・鎌倉への古い往還 (街道)

が西に迂回していた境川を渡る「石上の渡し」があり、ここから江の島
への早舟

も出ていたそうである。またこの付近には江ノ電運行と近隣住宅用の電力供給

のための発電所もあつたが、跡地はかなり大きいマンションの敷地となっている。

東は藤沢橋・片瀬間の国道と西は小田急江の島線に囲まれた現在の鵠沼住宅地

域は最近かなり細分化され、松林も減少して、景観維持の見地から憂慮される傾

向にある。このため、各自治会の住民地域協定締結や景観形成地区指定
への活動

が活発化しており、私も町内会や「鵠沼景観まちづくり会」の役員を担当し、微

力ながら協力している。

私の現住居付近の鵠沼藤が谷 4丁 目 13、 14は江ノ電西側から蓮池周囲の低地

に突き出したような松林の台地で、当初 9件の宅地しかなく、 1戸当たりの敷地

面積は 500坪から1,000坪超だつたが、今ではかなり多数の住宅地となつてしま

つた。

いずれにしても、私は鵠沼と江ノ電には限りない愛着を抱いて余生を過ごして

いる。                      (う ちだ しんのすけ)

冬の訪客をお もてな し

猫の額ほどの我が家の庭にもさまざまな野鳥が訪れるのは鵠沼に住んでよかつ

たと思うことの一つである。とくに冬場は本の葉が落ちて、鳥たちの動静がよく

観察される。常連は、スズメ、メジロ、シジュウカラtヒ ヨドリ、ムクドリ、キ

ジバ トだが、珍客ではジヨウビタキ、コグラ、ツグミなど、せんだつてはカシラ

ダカがやつてきた。この訪客をもてなすのに、針金で小
・さなかごを作り、窓に一

番近い日当たりのいい柿の小枝に吊り下げ、ミカンの輸切りを毎朝入れてやる。

食べにくるのはもつぱらメジロだが、これがめっぽう可愛い。たまにヒヨドリ

が隙を狙つて先客に襲いかかる。そんな様子を飽かず眺めるのが近ごろの日課に

なっている。 (■0)
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今井達夫遺稿

耕二虜卜の老年
今井 達夫

おととし還暦を迎えた野村耕二郎は、去年妻を亡くし二月のち四十年近く勤め

た会社を、非常勤取締役の地位でしりぞいた。これまでの生涯をしきりにかえり

みる心持がうごくようになつたのは、閑地についたためであろう。もつとも、そ

の際、かねてから目をかけてくれた大先輩が別会社のあるポス トを示唆したのに

対して、しばらく静養していろいろと考えてみたいと好意を謝して辞退したのだ

から、自分から求めた閑地でもあつた。

「よかろう。いつでも相談に乗る。しかし、老いこんではいけないよc」

妻を亡くして間もない耕二郎にあたたかな理解を寄せてくれた。が、考えるこ

との内容については、いくらか差があつたようである。

謹直な社員として次第に昇進し役員にまでなつたのだから、たといサラリィマ

ン重役であつたにせよ順調な会社員生活だつたというべきであつた。

最も幸運な事実は召集をうけて満州へ引っ張り出されたにもかかわらず、終戦

二月前に病気療養のため内地の病院へ送還されたことである。シベリヤ抑留も逃

れたし、もし胸部疾患によつて入院しなければ所属部隊の南方転出にしたがつて、

孤島で全滅の一員になつた、その運命からも逃れることができたのであつた。し

かも、内地送還とともに病状が好転し、終戦間もなく退院会社へ復帰した。

東北地方の山村に生まれた耕二郎は県庁所在地の中学四年のときと卒業の年と

二度―高を受験したが、三度とも失敗すると同時に受けてパスした三日の私立大

学にはいつた。一高帝大というコースを望んだのは、親戚に外交官がいてあこが

れの対象としていたからだが、志望を変えた彼が報告かたがた挨拶に行くと、恩

師はこういつた。                .
「君は善良でたやすく人を信じすぎるところがある。それは君の美点であり長所

だが、どちらかといえば外交官に向かないかとも思うc転向はむしろ君のために

なるのではなかろうか。」

そのとき彼はそれを慰めの言葉と聞いたが、のちになつて思いあたるものがあ

った。そして耕二郎は現在に到つたのである。生得そういう素質は持つていたに

ちがいないが、四十年に近い会社員生活を謹直な態度で通したについては、蔭に



次のような出来事が作用したと見てしかるべきであつた。彼自身意識してのこと

である。

耕二郎がその女にはじめて逢つたのは、予科から本科へ進む試験の結果が発表

された日で、前から立てていたプラン通り十五人ほどの有志が学校に近い埋立地

にある料亭で懇親会をひらいた席であった。東京下町生まれの級友が音頭をとつ

て芸者たちも数人はいり、にぎやかな宴席になつた。その芸者たちのなかに雪香

がいたのである。年がしららしく三味線を弾いたり座をとりもつたりしていたが、

席が乱れたころ彼の前にきた。

「あなた、お強いのね。お流れ頂戴。J

東北生まれで酒には剛1れている。が、そういう雪香もつよかつたc差すとすぐ

返盃して献酬がつづき、飲みくらべをしようと雪香が持ちかけ、散会したら落ち

合う小待合を教えた。そして、その夜のうちにからだの関係がついた。

耕二郎はととのつた容貌の持ち主だつた。遠い祖先に大陸人種の血液が流れこ

んだかと見える彫りの深い、剃りあとの青く、長い睫毛の持ち主だつた。

雪香はひと目惚れよとささやいたが、必ずしも回説とばかりは云いきれないも

のがあつた。彼は両三度、悪友にさそわれて娼婦を買いに行つたことがあるが、

その経験は味気ない失望を買つたも同然であつた。ところが、雪香は彼の眼をひ

らいた。

本科へ進んだ報告のため帰郷した耕二郎は、さまざまな口実をつくつて豊富な

小遣いをせしめ、日ならず東京へ舞い戻つた。

彼の下宿屋は学校へ歩いて十分足らずのところにあつて、埋立地の花柳界へも

歩いて行ける。夜になるのを待ちかねて足を向けた耕二郎は、先夜の小待合へあ

がって雪香を呼んだ。大分待たせて座敷にはいつて来た雪香は、酔つている日で

彼をみとめるといきなり抱きついて来た。

「あんた、たのもしいわ。J

「いや、もつと早く来たかつたんだが、郷里へ行つて今日帰つたんだ。」

「嬉しい。飲みましょう。」

「ウン。これ、郷里はまだ雪がつもつていて、なんにもみやげにするものがない

んだ、子供のおもちやみたいだけど、日についたんで買つて来たんだ。」

こけし人形はそのころまだ流布されていなかつた。

「くださるの? ありがと。なかなかいい具合じゃなくて。J

雪香はにぎりしめてにやりと笑つたが、耕二郎がその笑いの意味を知ったのは

55



のちのことである。

「ね、あたしあんたが気に入つちゃつた。みつちり仕込んでみたいわ。いい? 覚

悟して。」

雪香は熱い息と一緒に、耕二郎の耳にささやきを吹きこんだ。

雪香が仕込んだのは、閏房の技術であつた。その誘導が巧みだつたのか、まつ

たく秘戯を欠いていた耕二郎が素直な生徒だつたからか、彼は雪香が満足するほ

ど上達した。かの女は白紙に向かつて思うままに絵や書を書きちらし、それは砂

地に浸みこむ水のごとく吸収された。やがて暑中休暇にはいつたが、耕二郎は東

京にのこつて情痴におばれる日を続けた。

人月にはいつて間もなく郷里から、相談事のための帰郷をうながす手紙が来た。

雪香は途中まで見送ると云い出し、ふたりは福島の飯坂温泉に立ちより二晩三日

を過ごした。座敷の日の下に渓流がながれ、対岸は目のくらむほど高い絶壁が切

り立っている。周囲から遮断された一室にとじこもりきりのはじめての遠出は、

ふたりを刺激した。雪香はこれまで用いた道具や薬を鞄につめて携行して来て、

あらいざらい濫用した。

「おさらいよ。」

「ウン、どうだろう、及第しそうだろうか。」

「成績優秀、品行方正。フフア.」

「ありがとう。おかげでいろいろわかつた。J

「でもね、ひとつだけ注意しておくわ。しろうとの娘さんにこんな手使ってはダ

メよ。」

「どうして ?」

「そのひとこわしちゃうもの。これはね、めったな人のしらないことなの。あた

しはある役者さんから伝授されたんだけど、昔から役者さんからくろうと、くろ

うとから役者さんというふうに伝わつて来たんだつて。あんたは特別。わかつた ?

約束して。」                  .
耕二郎はびっくりした。男女のことはみんなこんなものかと思いこんでいたの

である。

「そうなのか。それでその役者どうした ?」

「妬いてくれるの。嬉しいわ。死んじゃったわ。」

飯坂温泉の二晩三日はさすがに耕二郎を困億させ、福島駅で北と南に別れると

きただ目をみつめあつて、うなずいただけであつた。
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県庁の所在地までの汽車のなか、乗りかえた支線の車中そして終点から三里
バ

スに揺られているあいだ、彼はうとうとと目を閉じたままであつたっバスのとま

る町筋には商店などが軒を並べているが、一キロほど水田のあいだの道を歩かな

ければならない.黒板塀をまわしたひろい屋敷には白壁づくりの土蔵が幾棟か並

んでいる。これが彼の生家で、県下で1)屈指の豪農であつた。高齢の祖父母、両

親、長兄夫婦とすでに嫁して行つた姉、ふたりの妹が彼の肉親で、相談事の第一

は次の妹の縁談で、これに異議のある耕二郎ではない。

第二の相談事はやや重大問題で、長兄の持ち出ヒノた経営法変革であった。

長兄は東京の農業大学出身で、将来の見通しを語つた。近来プロレタリヤ攻勢

がはげしくなり、農業地主の困難に対応する方策はなく、この際、山林地主に転

向したいというのである。

「人との接触には面倒が多い。山の本を相手にする仕事には、なにか悠久なもの

があるじゃないか。」考え方だけでなく、そういう性格の持主である長兄の意見に

耕二郎は、全面的な賛意と支持を持った。余談だが戦後の情勢にぴつたりと合致

したのはしかし偶然である。父も賛成したが、高齢の祖父は小作小前の連中から

縁が遠くなるのを淋しがつた。祖父を説く役割を耕二郎は仰せつかつたのだが、

幾日かかかつて成功した。それで帰郷の役日は済んだが、すぐには東京
へ戻らな

かったのは、自然の風物のなかにあつて体力のおとろえを自覚したからであつたG

理由はわかつている。雪香とのおばれた情痴生活にきまつていた。すると、彼女

の残していつた言葉が重量感をもつてのしかかつて来た。役者、くろうと、その

あいだだけで伝わつて来たという秘術が、初心者というべき自分に耐え得るであ

ろうか。あんたは特別よと雪香はいつたが、特別とはどういう意味だろう。

耕二郎は兄の子供たちや休暇で遊びに来た姉の子供たちの相手になって、川
ヘ

泳ぎに行つたリキャッチボールをやつたりした。もともと若い体は、そうやつて

日を過ごしているうちに体力を恢復した。おとろえを自党していたあいだは、雪

香との情痴を反省し警戒しなければならない女だと考えたりしていたが、かの女

の残して行つた言葉に対する疑間の内容が変化しはじめた。

あんたは特別よとはどんな意味か、心得のために知つておかなければならぬと

力むのは、裏に逢いたい心持をひそめている。それに気づかないわけではないの

に、耕二郎は心得のためと自分に申し訳を立てたのである。ひと月遅れの盆がす

むと、日実を設けて上京した。その口実は同時に、豊富な小遣いをせ しめる二重

作戦でもあつた。
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早速、小待合に出かけた耕二郎は、座敷へ通る前に意外な知らせを聞いて、廊

下で棒立ちになつた。雪香が五日前に急死したという。女中と入れ替わつて座敷

に来たお上は、さらに詳しい話をした。男と寝ていてその最中発作をおこし、そ

のまま息を引きとつたとのことであつた。心臓麻痺であつた。

「ですけどね、あれだけ色好きだつた雪ちゃんとすれば、本望だつたでしょうよ。

お覚えおありでしょうけれど。でもね、今だから申しあげますけど、蔭では心配

していましたんですよ。へたをすると、雪ちゃんに殺されてしまうかも知れない、

ってね。先例がございますもの。」

お上のおしゃべりが毒を含んでいるのをかんじて、耕二郎は訊いてみた。

「かの女は子供のころお上さんと近所で、可愛がられたといつていたが、一」

「まあ、そんなこといつていました? とんでもない、あたしより二つも年上。
この土地に出てから知つたんです。」

耕二郎はお上のおしゃべりを聞くのが厭になつて打ち切つた。訊いてみたいこ

とを口に出せば、もつと厭な気持にさせられるにちがいなかつた。結局彼は雪香

については、何も知識を得なかつたといつていい。疑間は残 り、その後それが解

けるかと数人の芸者と寝てみたが、そんなイヤらしいことよしてよと雪香伝授の

秘術についての反応はなかつた。

卒業後勤めたのは三流だが堅実な会社で、一年後、郷里のすすめで遠縁の娘と

結婚した。会社員生活は前述の通り謹直な四十年だったが、家庭生活もまた同じ

くであつたのここでは雪香のア ドヴァイスは生きた。妻に対して秘術の片鱗も示

さなかつたのは、当然のことと思い、また、おとなしい妻は不満を洩らさなかつ

た。そして、ふたりのあいだに一女二男を得た。

高齢の祖父母は彼が社会人として家庭を持つて数年のち、相ついで亡くなり、

両親は戦後やはり相ついで亡くなつたが、1頂当な次第というべきであろう。他は

みんな健在で、彼の妻だけが順序を狂わせたのをかの女は心残りだつたにちがい

ない。一年ほど寝たきりの療養生活ののち死床でそれを目にした。

「お先に行くこと、申し訳ございません。わたくし幸福でございました。ほんと

に、ありがとうございました。J

その言葉と語気には、真情があふれていた。耕二郎は妻の手をとり、静かに撫

でてやりながら

「僕も幸福だった。感謝している。しかし、もう一度元気になつてもらいたい。」

その心持にこれつぽつちも偽りの霧はなかつた。妻は無言の微笑でこたえた。
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四十年近く生活を共にした妻の死は当然彼に寂蓼感をあたえたが、それとは別

なある味気なさが耕二郎の胸に宿つていた。数年前父と母の年忌がかさなつたと

き郷里を訪ねて以来のことである。それは兄の案内で数か所の杉山を見てまわつ

たことからはじまつた。

父の死によつて遺産としてあたえられた山もそのなかにあつたが、彼がはじめ

て見たいくつかの杉山は目をみはるほどみごとであつた。四十年前兄の意見方針

を聞いたときはむしろ観念的に同感じ賛成したのだが、今日にしたそれは、あの

とき兄の言つた悠久なという言葉が実感にせまって来る歳月をかんじさせたので

ある。

「立派なものだなあ。心から敬意を表する。」

「ありがとう。そういつてもらえれば、やりがいがあつたというものだ。」

兄はおだやかに微笑したが、あのころの熱意は今尚燃えつづけている印象をう

けた。

耕二郎の勤めた会社は三流だけれども、長い伝統と堅実な経営方針を持つてい

るおかげで、戦中戦後の混乱期を狼狽することなく切り抜けることができた。入

社に際して、君たちは会社組織の歯車になれ、そしてその歯車が欠く
べからざる

貴重な存在である自党と誇りを持てと訓示をうけた。耕二郎はその訊1示を忠実に

守つて昇進し、訓示をあたえる立場に立ったとき同じ副1示をあたえた。それを現

在でも疑つていないが、四十年近い歯車生活に味気なさを感じているのも事実で

あつた。

長い伝統と堅実な経営方針とは歯車であること以外は求めなかつた。また、そ

れ以外のことはやろうと思つてもできなかつた。味気なさが兄の育成した杉山を

見た日以来胸に宿つたにはちがいないが、退職してはつきり自覚したのである。

それを考えてみたいのであつた。

妻の一周忌が来た。その日、耕二郎は在京の近親たちに寺に集まつてもらい法

要をおこなつた。在京とかぎつたのは晴れがましいことを好まなかつた妻の心持

に添つたわけだつたが、それでも妻の弟の家族、耕二郎の妹ふたり、長男夫婦一

家、長女夫婦一家、まだ家にいる次男と顔ぶれがそろつた。そのあと中華飯店で

予定の食事をするときは、妹ふたり、二男一女、あとは子供たちだけになった。

長男の妻だけが彼の肉親ではないが、ほかはみんな血縁で、長女のとりもちでに

ぎやかな席になつた。

「ああ、たつぷりいただいたわ。これひとえにママの功徳ね。ときどきこういう



パーティひらいていただきたいわ。ねえ、叔母さま。いかが、パパ。」

「お安い御用だ。いつでも申しこんでくれたまえ。」

「ありがと。叔母さまがたが証人よcさ あ、ボクちゃんたちもおなか一杯でしよ。

お庭に出てお遊びなさい。叔母ちやま、お願い。」

「いいことよ、いらつしゃい。」

長男の妻が気さくに立って、子供たちが駆け出して行くと、長女が居ずまいを

直しながら彼の方へ向き直った。

「さて、と。パパ。お話があるのよ。」

「ホウ。なんだい、改まつて。こわいことはごめんだぜ。]

「いいえ、うちのことじやない。お宅のこと。パパ御不自由じゃないかと思つて

一――去年のお話、むしかえしたいの。一郎ちゃんの家族がご一緒になつてお世話

したらというお話。」

「それか。その話なら、去年説明したと同じ気持ちだ。当分のあいだこのままに

しておいてもらいたい。」

「でも、去年とは条件が変わりましたわ。毎日おうちにいらつしゃれば…」

「まあまあ、毎日うちにいるかどうかは、プライヴァシィの問題だぜ。好意はわ

かるが、今いつた通りの気持ちだから。」

冗談めいた口調ではぐらかそうとすると、長女はあつさり

「わかりましたわ。じゃ、了解事項にいたします。それじゃ次の提案事項にはい

ります。」

「おやおや、まだあるのかい? 質問会はこのへんで打ち切つてもらいたいな。」
「いけません。これからが本題でございます。あたしたち、パパが新しい奥さま

をお迎えになることをおすすめしたいのですわ。御隠居なさるのはまだは早よう

ございます。叔母さまがたをはじめとして、あたくしたちみんなの総意でござい

ます。」

「おやおや、これこそはほんとのおやおやだ。ひとを老人扱いにしたかと思うと、

こんどは再婚話と来た。まあ、いい。御好意を感謝して考慮いたすことにしまし

ょう。」

おどけた語気で話をまざらせたが、一歩しりぞいてどういうことからそんな話

が持ち上がつたのか、自分の現状をみんながどんなふうに見ているか、じつくり

と考えなければならない気持ちになった。

一週間ほどのち、電話の前ぶれがあつて、長女が訪ねて来た。先日の提案考え
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ていただけたかと彼の表情を見つめ、

「今日はおどけたご返事をなさらないで。」

「考えたよ。それでこつちから訊きたいのだが、あの提案の出発点はどういうこ

となんだ? つまり、ひとり暮らしがたよりないみじめなものに見えるというこ

とか、あるいは、僕がまだ新しい生活をはじめる有資格者とみとめてのことなの

か、だが。」

「お答えします。もちろん、後者ですわ。あのときも申し上げましたでしょ、御

隠居なさるのはまだ早すぎるつて。」

「そうか。ありがとう。じゃ、僕の心境を聞いてもらおう。」

耕二郎ははじめて、先年郷里へ行つたときうけた兄の植林事業についての感動

を打ちあけた。

「―一僕́は会社勤めが冗だつたとは思わない。あたえられた役割をはたすことは、

人間としても社会人としては尚のことだが、当然の義務だと思う。しかし、現在

としてはそれだけでは不満で佗 しくなったのさ。去年先輩からすすめられたポス

トに応じなかつたのも、何かあとに残こる仕事を見つけたい、そのことを考えた

いためだつたのさ。」

「バパ、立派よ。尊敬するわ。それで、どういうことおやりになるおつもり?」

「いろいろ考えたが、まだ決定するに,1ら ない。慌てず、ゆつくり研究している

のだ。まだ当分生きられそうだからねc」

「だからよ、パパ。尚のこと新しい奥さまおもらいにならなければいけないわ。

これ、ほんとにあたしたちの総意よ。ママもきつとお喜びになると思うわ。お見

合いしてくださらない? お相手は…」
「待つた。飛躍しすぎるよ。いや、君の求める通り、僕も考えるが、決心がつく

までは相手のことは聞かないでおきたい。ネL儀 としてさ。」

語気はかるいがさらに押すわけに行かない印象をあたえたとみえ、長女は了承

して話を打ちきつた。耕二郎は三日間考えて肛をきめ、元の会社の医務室長を呼

び出し晩飯に誘つた。

「年甲斐もない問題でご意見をうかがいたいのですが。」

「どうなさいました ?」

温厚な老博士は、話しいいように笑顔を向けた。耕二郎の持ちかけた相談は、

現在話のある再婚についてで、はたして性的能力があるかどうか判定できるかと

いうのであつた。妻が寝たつきりになつたしばらくのち、そういう機会をよそに
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持つてみたとき不能だつたことを告白して

「はたして可能か不可能か、不可能とすれば相手に対してすまないことになりま

すからね。」

「なるほど。あなたは道楽された経験おありですか。」

「若いころには一一、しかし、結婚以来全然ありません。J

「わかりました。今のお話の場合は、多分に神経が作用していると思います。病

床の奥さんに対する拘りの心持ですね。あなたの御健康なら、不可能ということ

はないはずです。失礼ですが、もう一度テス トされたらいかがでしょう。そのと

きと現在では条件がちがいます。」

老博士の解答は、大体予想通りであつた。耕二郎はそのア ドヴァイスにしたが

わなければなるまいと、自分を鞭撻した。同時に、その暗示が役立つのではない

かとも考えた。雪香とのみじかいけれどもただれた情痴生活の経験を結婚ととも

に記憶から抹殺 した耕二郎だつたが、老博士のア ドヴァイスをうけてからよみが

えつて来ることを彼は許した。かの女ならば決心したテス トについて相談相手に

なつてくれたろう。耕二郎はかの女の死によつて憑き物の落ちた安堵感をかんじ

たが、かの女を怨んではいなかつた。

あの情痴生活が意識的に謹直な生活態度を持つ因をなした、あるいは礼をいう

べき立場かも知れないが、しかし、そこまで感傷的な心持を持つには老いた。

ただ、相談相手になつてくれたであろう確信は残つている、あの小待合のお上

は毒を含んで解説したけれども。が、耕二郎は独力でテス トしなければならない

覚悟をきめ、あれこれと方法手段を研究しはじめた。成功すれば、これから選ぶ

仕事についても踏切りがつくかも知れないと自分をはげましながら。
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「鵠沼を語る会」活動の記録
(平成 25年 10月 ん平成 26年 3月 ) 総務担当

21名出席平成 25年 10月 例会

進行役 西野賢二会員

10月 8日 (火)10時～12時

議題 1 巨樹めぐり報告 一 下見会の最終となつた江の島編の映像による報告。

議題 2 公民館まつりについて 一 まつり当日の展示当番を決めた。展示内容

および準備作業スケジュールの紹介と、協力者を募った。

議題3 会議 107号について 一―発行までのスケジュールが説明された。

議題4 第 5回「総合ミュージアムを語ろう」展について 一 当会は『芥川

龍之介と鶴沼とのかかわり』をテーマに出展する旨の報告があつた。

お話 一 公民館まつり『鵠沼を語る会をご存知ですか』 (10/19-20)の 展示内

容の事前紹介および展示作業の協力依頼があつた。柴国会員より説明。

運営委員会 10月 29日 (火 ) 12名出席

21名出席平成 25年 11月 例会    11
進行役 中島会員
議題 1 会誌 107号配布
議題 2 公民館まつりの報告

月 8日 (火)10時～12時

―『鵠沼を語る会をご存知ですか』の展示反響

等の報告があつた。

議題3 今井達夫『鵠沼物語』活字化 "冊子制作 ― 出版までの構想および日

程が提案された。

お話 一 「徳富鷹花の『思出の記』を読む、2倍楽しむ」
氏 (桜が岡在住)にお話をしていただいた。本文

市民ギヤラリーでの第 5回「総合ミュージアムを語ろう」
°
展

『芥川龍之介と鶴沼とのかかわり』についての資料展示・

と題して八角泰正

(Pl-18)参舞照。

11月 19日 ～24日

リーフレット配布。

12名 出席運営委員会

平成 25年 12月 例会

進行役 佐藤弘会員
議題 1 市民ギヤラリー

11月 26日 (火 )

12月 10日 (火)10時～12時 18名出席

第 5回「総合ミュージアムを語ろう」展の報告 ―
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制作過程および反響の報告があつた。事業報告記事 (P47)参照。

議題 2 『藤沢の巨樹めぐり』選抜編について-12月 17日 予定の計画内容が

案内された。

議題 3 会誌 108号について 一 掲載予定項目の紹介ならびに、広く会員か

らの投稿を働きかけた。

お話 一 鵠沼郷土資料展示室で開催中の「鵠沼公民館のあゆみ」を内藤会員の

解説付きで見学した。

運営委員会        12月 24日 (火)          10名 出席

平成 26年 1月例会および新年会

1月 21日 (火 )11時 30分～14時   23名 出席
場所 鵠沼マリンロー ド (鵠沼海岸商店街)のアコレー ド

例会  司会進行 中島会員

『藤沢の巨樹めぐり』の概要および会誌『鵠沼』108号 の進捗状況が

報告された。

新年会 司会,笙行 中島会員
有田会長挨拶、午年年男の佐藤弘会員の音頭により乾杯。

出席会員による今年の日標、近況等披露。歓談。

恒例のビンゴゲームにより和やかなムー ドの中、懇親を深めた。

小林会員の開会の挨拶。

内藤会員の一本締めでお開きとなった。

運営委員会         1月 28日 (火)         13名 出席

平成 26年 2月例会     2月 11日 (火 )10時～12時     19名 出席
進行役 綿谷会員
議題 1 新年会の会計報告について 一 会計内容の報告がされた。
議題 2 会誌『鵠沼』108号について 一 進捗状況が報告された。
お話 -1『 藤沢の巨樹めぐり選抜編』昨年 12月 17日 に実施された選抜編の

映像をまじえての報告があつた。

2『我々の子供の頃の遊び、行事について』後世に残すため、フリー

トーキングをおこなった。多くの会員から発言があり、活発な場と

なった。今後も継続するかを検討、数回は続けることとした。



運営委員会 2月 25日 (火 ) 11名 出席

平成 26年 3月 ク1会      3月 11日 (火 )10時 ～12時     20名 出席

進行役 岡田会員

議題 1 会誌『鵠沼』第 108号制作について 一 最終掲載項目と進捗状況が

報告された。

議題2 『鵠沼物語』活字化・冊子制作について 一 今年度内完成予定で進捗

L/て いる旨の報告がされた。

議題 3 明年度活動プランについての提案募集 ― 事業計画として取 り上げた
°
  い項目の提案を広く会員から募集することが展開された。

お話 一『湘南の眺望写真展』 (鵠沼郷土資料展示室で開催中)一 鵠沼を中心

とした湘南の素晴らしい眺望を紹介。 江の島を基点とした眺め、

逆にどのようなところから江の島が見えるのか、丹念に足を運び数多

くの写真を撮影、提供 した市川勝典氏から説明を受けた。

運営委員会      3月 25日 (火)            12名 出席

平成 25年度事業計画および実績

事業計画として総会で提案された項目に対」
~る
結果概要は次の通り。

1 公民館まつりの展示 :『鵠沼を語る会をご存知ですか』を例年スタイルと

うヽなり、手書きで資料を制作し展示した。詳細は本文 (P4546)参照。

2史跡めぐり :今年度の実績は無し。

3藤沢の巨樹めぐり :下見会と選抜樹めぐりを行い完了した。詳細は本文

(P2939)参照。

_   4鵠 沼の 1日い地名の出来など古老に訊く :古老候補調査継続中。

5今井達夫未発表作品プロジエクト『鵠沼物語』活字化・冊子制作 :3月 末

目完成Э詳細は本文 (P4849)参 照。     '

6新たなテーマが提案された場合は都度検討していく :新たな提案は無しこ

新規会員 (9月 から3月 の間に入会 敬称略)

守谷 俊博 (1)り や としひろ)  会員総数 57名 (3月 末目現在)
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編集後記

*花の便りが南の空からちらほら聞こえてきます。本号がお手元に届く頃は

盛 りが過ぎているやも知れません。

*11月 例会で話された徳冨蔵花の『思出の記』のモデル探しを人角泰正氏が

寄稿して下さいました。その後日諄。モデルとされる曽我部牧師がハフイの

ホノム教会に赴かれたのが 1894年 3月 26日 。今年で満 120年になる、そ

の記念式典をこの 3月 23日 に挙行するとの通知が、同教会から八角氏に届

いたとのこと、氏は本誌を1冊ホノム教会に贈呈されフるそうです。

*西村望会員は鵠沼海岸の施設の変遷や行われた行事などについて回想して

下さいました。西村さんには、まえに写真のご提供を受けたことはあります

が、今回は原稿も書いて下さいました。

*山上英男会員の「くげぬま断章」 (Ⅷ)は、長谷川路可を取り上げ、鵠沼に

存在する路可の直筆画を取りあげられました。

はからずも産花・路可とふたりのロカが顔をそろえることとなりまし́た。

*「藤沢の巨樹めぐり」を終了しプロジェクトリーダーの佐藤弘会員にまとめ

て頂きました。うち名本を厳選して鑑賞する最後の企画、選抜編に参加した

報告を岡田が、全調査に参加し巨樹の霊感に打たれた森岡澄会員がその連想

からスペインの樫の本の思いを綴られました。

*事業報告は、昨年の「公民館まつり展示」、「総合ミュージアムを語ろう展」

参加、「今井達夫『鵠沼物語』冊子化」という三つの事業の報告です。

とくに『鵠沼物語』の冊子化は『馬込文学村二十年』冊子化に次ぐ事業で、

入力、校正に携わつた皆さんのご協力と故渡部瞭会員のご遺族からの寄付金

を出版費用に充当することによつて実現しました。

*Ooffee breakに は、内田進之助会員、西野仁会員のお二人がはじめて本誌

に寄稿されました。こういうことが会員相互の親睦を深めていくと思いま

す。次号では “私が書こう"と いう方が何人か現れるのを期待します。

*今井達夫遺稿、第 13回 目は「耕二郎の老年」という小説で、まだ倒れる前、

右手で書かれたものです。

*私事、昨秋満 80歳 となり、この 108号をもつて編集担当を降板します。思

えば95号からの6年半の間、会誌のほかに『相模国準四国人十人か所ガイ

ドブック』『馬込文学村二十年』『鵠沼物語』と3冊の出版物を作るのにかか

わらせて頂きました。有難うございました。 (岡 田)
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